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市政
じらζおっ九:

4
E月
廿
ヨ
い
り

/
/
孟
功
』
日
φ
市

-nv

ー
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
活
躍

ー

大
村
市
地
域
交
流
館
オ
ー
プ
ン

西
三
城
町
の
旧
消
防
署
跡
を
昨
年
か
ら
改
修
を

進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
「
大
村
市
地

域
交
流
館
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の

建
物
は
「
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
」
「
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

が
入
居
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
を
進
め
ま
す
。
開

所
式
で
、
甲
斐
田
市
長
は
「
こ
の
施
設
に
市
民
が

集
い
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
各
種
活
動
に
参
加
し

て
も
ら
い
た
い
。

一
人
ひ
と
り
の
生
き
が
い
の
源

と
な
る
場
と
し
て
、
大
い
に
活
用
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
開
所
を
祝
い
ま
し
た
。

お
大
村
の
名
産
を

P

R

g

|

黒
田
五
寸
人
参
P

R
隊
が

ー

県
庁
で
即
売
会

|

大
村
市
の
名
産
品
「
黒
田
五
寸
人
参
」
を

広
く
P
R
・
販
路
拡
大
す
る
た
め
、
大
村
市

と
J
A
が
共
同
で
長
崎
県
庁
を
訪
れ
、
県
庁

売
庖
特
設
売
場
で
即
売
会
を
行
い
ま
し
た
。

甲
斐
田
市
長
が
先
頭
に
立
っ
て
「
黒
田
五
寸

人
参
」
は
他
の
品
種
に
比
べ
て
甘
昧
が
あ
り
、

果
肉
、が
柔
ら
か
く
カ
ロ
チ
ン
も
2
倍
多
く
含

ま
れ
て
い
る
と
ア
ピ
ー
ル
。
用
意
し
た
河
箱

の
人
参
は
1
時
間
ほ
ど
で
完
売
し
、
売
上
金
、

5
万
7
、
6
8
0
円
を
長
崎
県
共
同
募
金
会

に
寄
付
し
ま
し
た
。

刈
新
世
紀
、

ー
さ
ら
に
元
気
な
ま
ち
に

ー

市
長
の
年
頭
あ
い
さ
つ

i

甲
斐
田
市
長
は
、
市
職
員
を
前
に

年
頭
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
「
今
年
は

ー
T
革
命
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

先
駆
的
な
役
割
を
果
た
し
た
い
。
そ

の
た
め
に
も
英
語
力
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
。
英
語
力
日
本
一
の
ま
ち
を

目
指
し
、
こ
れ
か
ら
の
情
報
化
・
国

際
化
に
対
処
で
き
る
体
制
を
図
り
た

い
。
ま
た
、
平
成
昨
年
2
月
の
市
制

的
周
年
を
記
念
し
て
、
大
村
か
ら
全

国
に
発
信
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
人
口
も

5

年
間
で

6
千
人
増
え
て
い
ま
す
。
急

速
に
進
歩
し
て
い
る
今
の
時
代
に
、

し
っ
か
り
勉
強
し
、
市
民
の
リ
ー
ダ

ー
と
し
て
の
気
概
を
も
っ
て
が
ん
ば

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

(， 

← 2-

元
気
で
す

1
0
1
歳

梅
崎
ツ
イ
さ
ん
(
明
治
犯
年
1
月
6
日
生
ま

れ
・
鬼
橋
町
)
が

1
0
1歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
ま
し
た
。
ベ
ッ
ド
の
傍
ら
に
は
、
昨
年
の
誕
生

日
の
写
真
を
貼
っ
て
、
市
長
の
再
度
の
訪
問
を
楽

し
み
に
し
て
い
た
梅
崎
さ
ん
。
今
年
も
甲
斐
田
市

長
が
梅
崎
さ
ん
を
訪
れ
、
お
祝
い
の
花
束
や
祝
金

を
贈
っ
て
、
長
寿
を
祝
福
し
ま
し
た
。



「

辺
年
末
年
始
の
安
全
な

釘
市
民
生
活
を
願
っ
て

ー

暴
力
追
放
・
飲
酒
運
転
根
絶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

l

大
村
市
暴
力
追
放
運
動
推
進
協
議
会
・
大
村

市
交
通
安
全
協
会
は
、
市
民
の
暴
力
追
放
意
識

の
浸
透
と
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
た

め
、
「
暴
力
追
放
・
飲
酒
運
転
根
絶
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
行
い
ま
し
た
。
市
民
会
館
に
集
ま
っ

た
関
係
者
を
前
に
甲
斐
田
市
長
は
「
安
全
な
市

民
生
活
を
自
分
た
ち
の
手
で
守
っ
て
い
く
こ
と

が
大
切
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
参
加
者
全

員
で
、
約
1
時
間
近
く
の
繁
華
街
を
パ
レ
ー
ド
。

年
の
瀬
も
迫
る
大
村
市
の
市
民
生
活
の
安
全
を

願
っ
て
い
ま
し
た
。

刈

新
年
の
幕
開
け
に
集
う

」
1
E
E

1

1

新
春
慶
祝
交
歓
会

|

新
年
慶
祝
交
歓
会
が
各
界
か
ら
約
5

3
0
人
が
参
加
し
、
聞
か
れ
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
甲
斐
田
市
長
は

「
教
育
を
充
実
さ
せ
若
い
世
代
が
郷
土

に
誇
り
を
持
っ
て
住
み
た
く
な
る
よ
う

な
元
気
で
魅
力
あ
る
ま
ち
、つ
く
り
に
努

め
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

刈

男
女
共
同
参
画
社
会
の

口

実
現
を
め
ざ
す

男
女
共
同
参
画
地
区
別
研
修
会
(
鈴
団
地
区
)

第
1
回
目
の
男
女
共
同
参
画
地
区

別
研
修
会
が
、
鈴
田
住
民
セ
ン
タ
ー

に
約
切
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
甲
斐
田
市
長
は
、
「
男
女
共
同
参

画
社
会
の
推
進
の
た
め
、
い
ろ
ん
な

分
野
か
ら
積
極
的
に
勉
強
し
て
も
ら

い
た
い
。
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

続
い
て
講
師
の
北
島
悦
子
氏
(
佐
賀

県
女
性
セ
ン
タ
ー
-
ア
バ
ン
セ
副
館

長
)
が
「
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
、
長
年
の

経
験
を
通
じ
て
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
講
演
を
行
い
、
み
な
さ
ん
で
考

え
て
い
こ
う
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

昨年8月 「地域情報化推進本部jを設置し、市民サービスの充実 ・向上、事務の

功率化をめざして検討を重ねてきました。そこで、まず1月15日から全庁LAN

ノステムを導入し、電子メ ールで連絡を取り合ったり、掲示板に事務連絡を掲載し

之り、業務のスピードアップや情報の共有化、ペーパーレス化を図ることとしてい

ます。また、13年度から市内全域において、市民に ITの基礎技能 (パソコンの

基本操作、文書の作成、インターネットの利用等)を習得してもらうために、20 
歳以上の住民を対象に 3200人の受講を目標にした IT講習会を開催することに

しています。

3 

み組取のて
1
レ
〉」市す宇品てれわ〉」代時の引Q

f
z
 

r
市
長
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A

一一

広
い
っ
/⑫

-
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美
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近代公園の先駆者

畏岡安平と

地おおむらの街づくり出
P 

進掴伎It師
長岡安平
0842-1925) 

長岡宜干は、大村藩出身で、明治大正の時代に東京

の芝公l置をはじめ 全国各地の公園・庭闘の股計や街路
樹首木の育成、史跡名勝天然把念物の保存に尽力し

た人物です。 この(，~人を顕彰し、本市の公l姐づくりに生
かしていこうと考えています.

備

平

行

整

安

を

園

岡

表

公

長

発

市

て

都

者

い

大

村

市

の

状

況

国
γ
駆
、
つ

蛤
め
に
‘
大
村
市
の
杭
況
を
嗣
介
し
ま
す
。

全
先

;

s

a

「

ワ

ハ

大
村
市
は
、
畏
師
団
冊
本
土
の
ほ
ぼ
中
央

た
即
ハ
い

部
に
冶
置
i

怒鳴[取引
T

れ

公

同

k
ん
向
臨
ぽ
，
，
E
陸
路
輯
を
も
っ
世
界
初
の

さ

代

慣

ト

庁

}
増
上
空
港
で
寺
会
長
崎
空
港
や
、
高
速
自

催
近
傍
世

開

「

の

動
車
道
町
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
有
り
、

で

に

市

そ
れ
ぞ
れ
か
ら
市
町
中
心
部
へ
は
、
叩

分

畏

岡

宮

平

町

公

園

造

り

の

哲

掌

は

、
現

京

日

涼

以
内
で
ア
ク
セ
ス
し
て
お
り
ま
す
。

存
す
る
自
黙
の
聾

-rを
活
か
し
て
、
樹

ゴ

濠

引

近
年
、
人
口
も
著
し
い
悼
び
を
示
し
て

4

木
も

「
そ
の
地
に
自
主
J
る
白
剤
木
に
鼎
か

町
山
伸
一

お
り
、
長
崎
県
田
中
棺
と
な
唱
ベ
き
都
市
と

'

一

ぜ
る
は
摘
し
」
と
す
る
も
一
で
あ
り
ま
す
。

n
…
削
げ
れ

し
て
、
重
な
薬
品
け
て
お

宮

、

一
な
ど
、

L

そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
に
柑
か
っ
た
新
し

月

台

司

ま

E

一
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
あ
ま
り

F
般
の
」

い
感
貨
で
「
一
般
市
民
が
浮
つ
た
め
の
公

釦

し

大

村

市

の

自

然

と

彊

史

人

々
に
知
ら
れ
て
泣

い
の
で
す
が

三

一
型

、
と
い
う
こ
と
を
第
一
炉
股
計
に
取

咋

肪

阻

崎

大
村
市
町
議
は
、
割
引
制
に
掃
事
、
て
公
園
の
先
駆
者
也
い
え
る
人
物
に
昌

一本

で

お

り

ま
す
。
こ
の
栂
庁

公
園
造

配
似
却
を

o
o
-
-立
夏

由

一声
良
県

高

一
時
平
が
あ
り
ま
す
9

ぺ
単
ぜ

f
，
dbむ
し
ろ
今

2
2
2が
ま

干
組
制
眼

斜
計
十
月
訪
日

ME
F岡安
や

の

功

績

、

一
パ

い

も

M

NU
H
Uoそ
の
先
見
性

守

党

た
平
地
部
に
主
と
し
て
市
苗
器
許

成
さ

「

長
岡
草
は
、

1
8
4
4

E
肥

前

三

顕

営

業

を

展

開

a
f

市

」

と

J

れ
て
お
り
ま
す
。

A
Y
F
7
一
村
哩
霊
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

一

国

会

き

た

「
曹
の
嵩
」

と
呼
ば
れ
る
大
村
蝿
は

UZ
剤
メ
晶
一
冶
#
か
近
代
国
家
の
歩
み
を
抽
め
た
明

一

本
市
で
は
、
畏
問
主
主
w憧
-
否
を
輝

君

叫

一

立

か
で
、

Z
で
湖
の
よ
う
な
重
な
〓

J
明
時
代
に
吊
る
と
、
奇
習
量
三
土
の
信
り
と
し
、
全
国
に
亙
ん
で
い
る
櫨

促

と

い

を
見
せ
で
お
り
ま
す
。

四

三

指
に
東
京
府
知
事
に
な
る
楠
本
正
隆
と
共

一
白
功
積
を
掴
査
し
、
こ
れ
を
顕
舵
せ
ざ
る

霊
山
系
は
、
建
か
な
山
林
を
抱
え
、
豊

議

蝿

ふ

な

れ
ま
す
。

一

は
な
し
と
、
平
成
立
度
か
ら

「畏
岡
安

宮
な
水
は
渓
流
や
滝
を
形
成
し
、
市
街
地

、

明
也
守
宅
太
政
官
有
遣
に
よ
っ
T
、

一
平
顕
膚
稼
業
」
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し

.

を
情
断
し
て
大
村
理
に
速
い
で
お
り
志
す
.

畳
間
宮
Z
h
が
当
時
輔
溜
県
令
で
あ
A

た
楠

一
た
。
ま
ず
、
全
国
で
植
が
手
が
け
た
公
園

こ
の
よ
う
に
、
大
村
市
は
市
街
地
の
極
本
正
島
町
出
品

rで
、
我
が
園
高
1
母
の
都

一
E
調
査
し
、
顕
彰
の
為
の
図
晶

・
冊
予
を

E
m和
前
日
F

，

4

ア

く
近
く
に
、
水
と
揖
に
恵
ま
れ
た・
2
か
な

市
公
岨
泊
掛
町
官
公
園
が
、
明
潟
市
に
あ
‘
一
発
刊
ル
ま
じ
た
。
そ
し

τ、
大
村
市
で
は

自
黙
を
、
今
な
お
捜
し
て
い
る
都
市
で
あ
り
ま
す
4

守
岬
「
白
山
公
園
」
を
造
り
ま
り
{
「
大
村
公
園
」
に
、
植
が
桜
町
苗
木
を
植
え

り
ま
す
。

し
た
。
V
叫

'

1
4

正

ど
日間
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
が

J
今
は

E
身

大
村
市
は
、
1
0
0
0年
の
歴
史
を
櫨
は
そ
了
後
、
明
治
か
ら
犬
正
の
時
代

「躍
白
書
附
1
0
0
選
」
に
あ
海
地
対
万

4

持
ち
、
古
く
か
ら
大
村
氏
に
よ
っ
て
、
明
治
に
か
け
て
、
戸帝
京
の
芝
公
閣
を
は
じ
め
、

ど
に
な
っ
て
お
り
ま
す
・

d

h
M
r

・
t
抗

ι:-

r-FA明
占
，
其

は
じ
め
に

考h語

長f
i立

維
新
で
週
綿
ピ
岬
世
宗
持
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
領
主
大
村
純
忠
は
‘
日
本
で
初
め
て

の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
と
し
て
有
名
で
す
。

畏
崎
町
港
を
聞
い
た
の
も
置
で
す
。
そ
し

て
、
植
は
、
天
正
少
年
慣
節
を
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
満
遣
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
で
お
り

ま
す
。
大
村
藩
は
、
わ
ず
か
2
万
7
、
。
。
。

石
町
小
藩
で
す
が
、
江
戸
中
瑚
以
降
、
蓮

根
で
あ
る

「
五
教
師
」
を
つ
く
り
、
教
育
と

文
化
の
揖
興
に
カ
を
注
い
で
も
G

り
ま
す
。

江
戸
時
代
が
艶
わ
り
を
仲
買
宵
明
治
時
代

に
な
る
と
、
多
〈
町
大
村
藩
出
身
者
が
、

新
し
い
日
本
の
国
造
り
に
貫
献
し
て
お
り

ま
す
。
政
治
家
で
は
楠
本
正
隆
、
科
牢
者

固
文
学

r市町
中
宮
公
圏
雲
市
町
合
浦

公
園
、
秋
田
市
町
子
枇
公
園
、
盛
岡
市
町

孟
室
園
、
富
山
県
高
岡
市
町
高
岡
古
塙

公
園
等
々
、
記
舗
に
残
る
も
の
だ
け
で
も

実
に
1
包

3
カ
所
に
亙
-
d
全
国
各
地
の
著
名

な
公
園
陸
圃
を
世
計
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら

ι了、
缶
路
樹
苗
木
町
育
成
、
史

跡
名
勝
天
然
記
章
物
の
樺
存
に
も
カ
を
尽

く
し
ま
し

FJ

金
沢
市
の
同

計
も
、
明
治
判

一一4-

学" 



そ
の
大
村
公
園
町
一
面
に
顕
膨
碑
を
撞

立
し
、
今
年
の
叩
月
泊
目
に
は
、
顕
彫
シ
J

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
撞
股
省
都

市
局
の
新
田
敬
師
公
園
揖
地
謀
長
補
佳
か

ら
「
省
庁
再
編
成
後
の
臼
窓
の
公
園

・
輯

地
行
政
」
に
つ
い
て
ご
暗
演
を
頂
き
ま
し

私~。

白山公園 (新湯市)

そ
し
て
、
日
本
造
園
学
会
会
長
で
東
京

農
業
大
学
長
田
進
士
五
+
八
先
生
か
ら

「
長
岡
安
平
と
日
本
の
公
園
」
と
言
う
題
で

基
調
揖
演
を
頂
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
進
士
学
長
を
は
じ
め
、
園
芸

研
究
軍
で
N
H
K
超
暁
の
園
芸
揖
師
の
平

城
時
明
棉
、
都
市
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
安
平
の

| 近代公|剖川判長崎冬ネ E 

岩手公園 (銭岡市)

調
子
孫
町
長
岡
嶺
男
棉
、
公
園
プ
ラ
ン
ナ

の
浅
野
居
世
横
、
音
轟
軍
の
轟
ミ
ド
リ

描
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
お
迎
え
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
コ
デ
ィ
ネ
タ
と
し

て
、
元
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
の
松
田
輝

雄
棉
の
参
加
を
頂
き
、
実
に
華
や
か
で
印

象
に
残
る
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
y
シ
ヨ
ン
が

開
催
さ
れ
ま
し
子
旬
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子

こ
の
基
調
踊
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
次
の
よ
う
な
樟
々
の
す
ば

ら
し
い
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

『畏
岡
安
平
の
位
計
語
学
や
感
性
の
原

点
は
、
子
供
の
噴
見
て
感
動
し
た
故
郷
町

繁
晴
ら
し
い
原
風
景
で
は
な
か
っ
た
か
。』

と
か
、

『長
岡
安
平
は
、
天
地
自
黙
の
景
観

を
最
善
の
師
と
し
な
が
ら
も
、
公
園
に
は

子
供
の
遊
び
唱
、
運
動
窃
、
音
楽
堂
を
造

り
型
茶
居
や
迷
路
も
設
置
す
る
な
ど
、

経
営
感
覚
控
術
、
気
配
り
、
遊
び
心
、

を
憎
せ
持
っ
た
ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
で

あ
っ
た
。』

と
か
、

『百
年
も
前
に
長
岡
宮

平
は
、
公
園
の
造
ら
れ
る
場
所
の
自
酬
や

歴
史
、
地
域
性
な
ど
を
総
合
的
に
考
え
て

公
園
設
計
を
行
っ
て
い
る
。
そ
ろ
そ
ろ
、

日
本
も
歴
史
と
風
土
を
踏
ま
え
、
自
前
の

公
閣
を
造
る
時
期
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。』

と
冨
τ
つ
よ
う
な
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
進
士
学
長
か
ら
は
、

『宜
平
の
ふ

る
さ
と
大
村
に
、
植
田
政
計
し
た
公
園
が

な
い
の
な
ら
都
市
そ
の
も
の
が
公
園
と

な
る
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
か
。
近
代
公
園

田
先
駆
者

・
長
岡
安
平
が
出
た
こ
の
街
か

ら
、
そ
う
い
う
時
代
的
先
鞭
を
つ
け
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
』
と
言
う
ご
提

言
も
市
い
て
お
り
ま
す
。

大
村
の
街
づ
く
り

大
村
市
は
、
平
成
9
年
に
「
大
村
市
総

合
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

目
世
紀
を
拓
く
5
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
蝿
け
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
に
、

私
U
「
ガ
デ
ン
パ
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
い
う
の
を
定
め
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
多
良
山
系
か

ら
大
村
湾
に
至
る
豊
か
な
自
閉
'
と
の
共
生
、

生
態
系
に
配
慮
し
た
水
の
保
全
や
輯
化
の

推
進
、
そ
し
て
、
実
し
い
繁
観
づ
く
り
な

ど
を
進
め
、
大
村
市
を
丸
ご
と
「
ガ
テ

ン
パ

l
ク
」
に
し
よ
う
と
言
う
も
の
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
進
士
学
長
の
ご
哩
一
言

に
薄
う
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
を
実
現
す
る
施
策
と
し
ま
し
て

ま
ず
「
景
闘
条
刑
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

美
し
い
宙
並
み
の
整
帽
促
進
や
歴
史
的
景

観
の
保
全
を
、
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り

ま
す
。
現
在
、
大
村
市
で
進
め
て
お
り
ま
す
、

公
園
整
帽
の
計
画
や
事
撲
の
中
か
ら
少
し

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
ま
ず
、
大
村
ら
し

さ
を
聾
す
棋
を
公
園
や
公
共
用
地
は
も

と
よ
り
、
市
内
一
円
に
摘
極
的
に
植
樹
し

で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
大
村
市
北
部
町
大
村
湾
に
面
し

た
地
域
に
、
約
担
ヘ
ク
タ
ル
に
亙
ぷ
大

村
市
総
合
運
動
公
園
の
建
散
を
計
画
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
親
水
性
や
防
災
櫨
能
に

も
配
慮
し
た
運
動
公
園
と
す
る
も
の
で
す

が
、
平
鹿
市
年
度
か
ら
と
り
か
か
り
ま
す
。

ま
た
、
市
北
部
に
は
、
大
き
な
農
業
用

溜
池
「
野
岳
町
埋
」
が
有
り
ま
す
。
こ
の

周
辺
に
は
、
キ
ヤ
/
プ
増
や
運
動
公
園
が

あ
り
ま
す
が
こ
の
湖
に
人
道
釣
り
橋
を

架
け
、
子
世
遠
の
為
の
流
水
プ
ル
を
持

っ
た
親
水
公
園
な
ど
を
遭
っ
て
、
湖
と
周

辺
全
体
を
大
き
な
公
園
と
し
て
、
畳
惜
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
北
の
「
は
ち
巻
山
」
や
南

町
「
日
岳
山
」
は
、
制
度
目
展
望
が
望
め

る
小
さ
な
山
で
す
が
、
夕
日
や
四
季
の
花

木
が
楽
し
め
る
山
頂
全
体
を
公
園
と
し
て

整
惜
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
中
失
部
に
あ
っ
て
市
街
地
を

見
お
ろ
す
琴
平
岳
で
は
、
酷
撞
す
る
近
代

的
な
オ
フ
ィ
ス
パ
ー
ク
か
ら
琴
平
神
社
の

と
こ
ろ
ま
で
、

9
9
9段
の
桜
並
木
町
階

段
を
つ
く
り
ま
す
。
そ
し
て
、
山
頂
の
ス

カ
イ
パ
ク
も
再
整
惜
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
長
崎
市
に
畝
料
水
を
送
つ
で

い
る
「
董
潤
ダ
ム
」
で
は
、
こ
の
湖
畔
に
、

水
面
に
映
え
る
「
な
ん
じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
」

と
言
わ
れ
る
ヒ
ト

y
パ
タ
ゴ
白
木
や
棋
を

連
続
し
て
植
殺
し
、
運
動
広
場
な
ど
を
遣

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
い
ず
れ
も
市
内

中
央
地
域
か
ら
車
で
市
分
以
内
で
行
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。
市
街
地
で
は
旧
武
軍

屋
敷
と
そ
の
周
辺
地
区
の
道
路
を
「
歴
史

の
融
歩
道
」
と
し
て
美
し
く
整
備
し
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、
街
区
公
園
の
斬
粒
や

従
前
か
ら
有
る
公
園
町
再
整
備
は
、
出
来

る
だ
け
年
1
ヶ
所
手
が
け
ら
れ
る
よ
う
年

攻
計
画
を
立
て
て
行
っ
て
お
り
ま
す
。

お
わ
り
に

大
村
甫
は
、
近
代
公
園
の
先
駆
者
長
岡

安
平
の
出
身
地
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い

街
に
し
よ
う
と
、
国
や
県
の
ご
支
績
を
頂

き
な
が
ら
、
市
民
だ
け
で
な
く
県
民
か
ら

も
一
量
さ
れ
る
堕
か
な
苗

「パ

ク
シ
テ
ィ
」

を
目
指
し
て
、
商
張
っ
て
い
き
ま
す
。
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地下水条例が制定されました
~井戸を設置している皆様および
今後設置される皆様ヘ~

市では、市民共有の貴重な資源である地下水の保全を図るため、また、 一部

の地域で塩水化が発生している現状を捉え、平成12年12月定例市議会において

「大村市の地下水を保全する条例」を制定し、本年4月1日から施行いたします。
この条例により、井戸(ポンプにより汲み上げているもの。但し、手動のポ

ンプは除きます。)の吐き出し口の断面積が6crtl (口径28mm)以上の井戸所有者
または今後設置しようとされる方は届け出をして頂くことになります。

また、同じく吐き出し口の断面積が19crtl(口径50mm)以上の井戸所有者から
は、毎年7月と翌年1月の年2団地下水採取量の報告をしていただきます。

この井戸の届け出および地下水採取報告を参考に、本市の地下水の存在量と

採取量の実態を把握し、限りある資源の有効利用を推進していきたいと考えて

pます。

井戸を所有の皆様には関係書類の提出および報告をお願いすることになりま

すが、市民共有の貴重な資源である地下水を守るため、ご理解ご協力をよろし

くお願p致します。

.問い合わせ企画調整課(内線224)

平成13年2月

己勅-t'労、ラぉ'f
受け問、文材布位向勺
1t'地諌iるヰ""'1)くさt

労働力調査の特別調査が実施されます
.この調査は2月末の1週間に働いた時間などをお尋ねします。

・調査結果は、皆様の雇用及び失業対策に必要な資料となり ます。

きっとお役lこ

たてると思います !()

・知事から任命された調査員が、 2月19日頃より対象世帯を訪問いたします
ので、ご協力いただきますようお願いします。

.問い合わせ長崎県県民生活環境部統計課 劃95-822-2858

ストー力一規制法が施行されました
平成12年11月248から
「ストー力一行為等の規制等に関する法律jが施行

現在、全国的にストーカ一被害が増加しています。

ストーカ一行為とは、「特定の相手方への恋愛感情や好意の感情、

それが満たされなかったことに対する怨恨(うらみ)の感情」などを充足する目的で、

特定の人やその家族などに対して

。つきまとい、待ち伏せ、押しかけることなど

O監視していると思わせるようなごとを告げるなど
O面会、交際の要求など O乱暴な言動など
。無言電話、拒まれたうえでの連続した電話、ファクシミリ送信など

O汚物などの送付 O名誉を害することを告げるなど O性的差恥心の侵害など
を繰り返し行うことです。

ストーカ一行為に告訴があった以外でも、ストーカ一行為と認められるものに 「申し出jがあれば 『警告J、緊急
の必要があれば 『仮の命令上 これに従わない場合 『禁止命令jが発せられ、命令に従わない者に対しては、 1年以下

の懲役100万円以下の罰金などの処罰が課せられることになります。
また、ストーカ一行為と思われるものには、 電話の録音、手紙・メモなどの保管、その他についても細かい記録を

しておくとあとで役に立ちます。

被害にあっている方は一人で悩まずに、まず警察にある相談窓口に「相談」をしてください0

.問い合わせ 大村警察署 ft54一0110

家族そろって加入しましよう ※2月1日から 3月23日までは、各町内会でも受付できます。

市民交通傷害保険 C掛け金 1日制円(1阻まで)
平成13年度分は2月1日から受付開始 ・問い合わせ安全対策課(内最泉214) または各出張所
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郷
土
の
安
全
を
誓
っ
て

新
春
恒
例
の
消
防
出
初
式
が
、

1
月
8
日
開
催
さ
れ
、
市
民
会
館
で
の
式
典
を
皮
切
り

に
、
分
列
行
進
や
放
水
演
習
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
、
消
防
署
、
自
衛
消
防
隊
、
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
ら
約

8
0
0人
が
参
加
し
、
消

防
車
両
な
ど
お
台
が
集
ま
り
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
甲
斐
田
市
長
が
「
消
防
団
の
皆
様
の

献
身
的
な
活
動
は
頼
も
し
く
心
強
い
。
今
年
も
万
全
の
体
制
を
も
っ
て
活
動
で
き
る
よ
う

消
防
施
設
・
設
備
の
充
実
強
化
に
努
め
た
い
。」
と
あ
い
さ
つ
、
続
い
て
永
年
勤
続
団
員

や
一
般
協
力
者
団
体
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

分
列
行
進
で
は
、
沿
道
か
ら
小
旗
を
持
っ
た
人
た
ち
の
声
援
を
う
け
、
団
員
た
ち
は
さ

っ
そ
う
と
行
進
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
大
上
戸
川
で
全
分
団
に
よ
り
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
団
員
た
ち
は
、

ホ
l
ス
を
子
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

(
敬
称
略
)

長
崎
県
知
事
表
彰

-
永
年
勤
続
功
労
章

南
隆
義
・
富
浦
春
男
・
西
岡

喜
代
美
・
岡
山
政
弘
・
山
本

英
樹
・
大
塚
隆
之
・
今
道
文

光

・
清
水
澄
治
・
長
輿
隆
・

稲
田
喜
男

・田
中
孝

長
崎
県
消
防
協
会
長
表
彰

-
功
労
章

田
中
芳
幸

・
古
瀬
博
樹

.
特
別
有
功
章

大
杉

一
男
・
竹
下
好
行
・
吉

田
義
春
・
井
手
隆
次
・
長
血
(

隆
・
福
田
末
弘
・
峯
静
男
・

長
岡
力

-
有
功
章

溝
嶋
正
雄

・
堀
口
稔
伸
・
竹

村

一
郎
・
蒲
原
千
秋
・
雄
鹿

弘
志

・
朝
長
泰
弘
・
神
近
博

明
・
金
丸
秀
利
・
福
井
盛

茂
・
寺
園
勝
善
・
田
淵
正
弘

福
田
良

一
・
田
添

一
也
・
緒

方
末
広
・
富
崎
善
隆
・
緒
方

繁
樹
・
宮
野
義
弘

・
井
上
満

広
・
梶
原
稔
・
出
口
茂

・
渡

遷
幸
男
・
岩
本
正
人
・
藤
崎

芳
春
・
中
村
康
広
・
村
田
一
則

-mw年精
続
章

古
瀬
博
樹-m年精

続
章

井
森
古
幸

・
山
浦
弘
之
・

尾

崎
国
洋
・
山
本
満
正

・
小
野

重
幸
・
井
上

一
善
・
溝
口
繁

男
・
福
地
良
二
・
村
田
一
則

大
村
市
長
章

-
特
別
表
彰

@
大
村
市
長
表
彰
功
労
章

田
中
芳
幸
・
古
瀬
博
樹

A

マ
初
年
勤
続
章

古
瀬
博
樹

A
V
お
年
勤
続
章

南
隆
義

・
富
浦
春
男
・
西
岡

喜
代
美

・
岡
山
政
弘
・
山
本

英
樹
・
今
道
文
光
・
長
血
(

隆
・
稲
田
喜
男
・
田
中
孝

松
永
繁

一

A'叩
年
勤
続
章

貞
刈
恒
広
・
中
嶋
拓
介
・
竹

村

一
郎
・
蒲
原
千
秋
・
雄
鹿

弘
志

・
朝
長
泰
弘
・
寺
園
勝

善
・
緒
方
末
弘

・
緒
方
繁

樹
・
渡
這
幸
男
・
岩
本
正

人
・
中
村
康
広
・
藤
崎
正
・

中
嶋
政
信

・
松
永
真
二

・
津

田
貴
典
・
馬
場
和
宏
・

一
瀬

友
紀
夫
・
開
田
浩
幸
・
児
玉

好
明
・
漬
田
久
弘
・
松
田
徳

継
・
山
口
正
義

・
田
口
博

明
・
溝
口
正
春
・
松
崎
修
・

水
島
弘

一
・
山
口
光
浩
・
小

林
保
次
・
浦
川
勝
也

・
福
地

徹

・
木
村
富
男

・
竹
末
学

ζ 

A
V
退
団
者
に
対
す
る
感
謝
状

(
県
消
防
協
会
長
表
彰
・
大
村

市
長
表
彰
・
消
防
団
長
表
彰
)

梶
原
茂
・
田
添
敏
治
・
原
博

文

・
黒
田
洋

一
郎
・
今
里
登

美
男

・
中
村
正
文
・
脇
崎
照

義
・
丹
野
敏
幸

・
今
道
正

文

・
陳
内
明
・

森
富
蔵
・
朝

山
正
憲
・
清
水
和
臣
・
坂
口

清
・
林
和
敏
・
前
本
清
人
・

音
琴
忠
雄

・
末
吉
厚

・
永
田

功
・
城
間
文
男
・
毎
熊
澄

夫
・

一
瀬
信
也
・
浦
川
則

芳

・
内
野
裕
之
・
藤
野
春

吉
・
橋
村
尚
幸

-
一
般
協
力
者
に
対
す
る
感

謝
状
田
川
丈
夫

A
V

一
般
協
力
団
体
に
対
す
る

感
謝
状

徳
泉
川
内
町
内
会

・
側
赤
水

-
無
火
災
分
団

第
1
分
団
・
第
2
分
団

・
第

9
分
団
・
第
日
分
団
・
第
日

分
団
・
第
日
分
団

A
V
優
良
分
団

第

m分
団

・
第
M
分
団

av優
良
団
員

大
浦
昇
・
山
口
和
夫
・
田
中

研
太
郎
・
一
瀬
隆
男
・
樋
口

浩
巳

・
川
本
辰
朗

・
中
野

登

・
大
戸
久
美

・
福
田
博

宣

・
山
下
秀
俊
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-~ヨ言面開額i宮司・

“水は限りある資源です大切に使いましよう"
給
水
装
置
は

お
害
様
の
財
産
で
す

給
水
装
置
と
は

道
路
に
入
っ
て
い
る
配
水
管
か
ら
わ
か
れ

て
、
ご
家
庭
ま
で
引
き
込
ま
れ
た
分
水
せ
ん

給
水
管
、
止
水
せ
ん
、
メ
ー
タ
ー
、
蛇
口
な

ど
の
器
具
を
総
称
し
て
、
「
給
水
装
置
」
と

呼
び
ま
す
。

下
図
の
、
赤
色
部
分
の
新
設
、
改
造
、
宅

地
内
の
修
理
の
費
用
は
、
お
客
様
の
負
担
に

な
り
ま
す
。
い
つ
も
気
を
つ
け
て
管
理
し
ま

1ν

ト小

λ
ノ
。

結鳩軍事は指鶴水装置I轄鯖へi
給水装置の工事、修繕などは、水

道局または水道局が指定する指定給

水装置工事事業者でなければできま

せん。

工事、修繕などをされる場合は、

水道局へご確認ください。

水道局では、安全な水をお届けし

ていますので、安心してお使いいた

だけます。なお、浄水器の斡旋、販

売、推奨などは行っており

ません。

(集合住宅)

-・部分が給水装置

一戸建など直結給水の場合は蛇口まで
集合住宅など受水槽方式の場合は受水槽の注入口まで

(一戸建)

お客様の修繕範囲水道局の修繕範囲お客様の修繕範囲

(太陽熱温水器など)

あなたにもできます 「家庭での漏水調査J
・・・あなたの知らない聞に大切な水が漏れていませんか?

・夜中にゴーという音がする。

-晴れているのに雨どいから水が流れ落ちてくる 0

.トイレの便器にいつも水が流れている。

・いつもより水道使用量が多い。

こんなときは大切な水が漏水している可能性があります!
漏水を発見したら、水道局ヘ連絡してください。
水道局 ft53-1111 (代表)

4二

水道を使用していないときに、パイロ
ットが回っているときは漏水です。

-8-
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2001 

ス
末
刺
募
集

[1iD1冨
満rn.J歳から~歳まで (4月 1 日現.
在)の未婚の女性で市内に居住し.

ている人 ・
位置B

最近5か月以内の写真と備え付け
の申込書に必要事項を記入して申
し込んでください。
※写真はし版で上半身と全身の各
1枚

応募締切

2月~日(水) 必着

L申込書設置箇所J
(社)大村市観光協会・大村市観光物
産課・大村市観光案内所

εヨ~
3月11日(日)午後1時場所:大村商l
工会議所(非公開)
※ミスおおむら桜・ミス花しようl
ぶ各々1名を決定 l 
※今回の任期は平成ifil年3月末日l
までです。

(問い合わせ ・申込先】

(社)大村市観光協会 . 
玖島1丁目~番地3 Te1.52-3605 

--

• 水道料金に関する業務が
一元化されます

現在、簡易水道課が受け持つ「簡易水道地
区」と、水道局が受け持つ「上水道地区」に分
けて検針や料金徴収等の業務を行っています
が、この業務を全て水道局で行うようになり
ます O 水道使用の開始申し込みや中止申し込
みも一括して水道局で受け付けますので大変
便利になります。

水道メーターの績針が
隔月になります

2か月に 1回検針した使用量の半分ず、つを前
月分と今月分とし、端数がでた場合は1mを前
月分に加算します。
※隔月になるのは検針だけで、料金の請求

(振替)は従来どおり毎月です。
例:偶数月検針(3月検針→休み・ 4月検針
→61 m)の場合
3月分→31m 4月分→30m

料金の支払い方法が変わります
「集金」制度の廃止

口座振替または自主納付のどちらかになり
ます O 自主納付とは、毎月お送りする納付
書で各自金融機関に納めていただくもので、
口座振替の手続きをされていないお客様がこ
の対象になります。

また、料金の請求は現在「翌月」ですが、
「翌々月」に変わりますD
例 3月分→5月請求・ 4月分→6月請求

口座振替のご利用を!
現在、 「集金」の制度をご利用のお客様に
は、便利な「口座振替」をおすすめしますD
わざわざ金融機関や水道局にお出かけになる
手間もはぶけ、納期をうっかり忘れたときも

安心です。
口座振替を希望されるお客様は、預貯金通

帳と印鑑を持って、口座をお持ちの銀行・農
協・郵便局などの市内金融機関で直接手続き
を行っていただきますようお願いいたします。

検針や使用申し込みに関すること

大村市水道局 8⑧1111代)

上記以外の簡易水道に関すること

簡易水道課 8⑮4111 (内線260・261)

4
月
か
ら

「

。



大村市の福祉医療費制度について

老保障害者医療の外来診療が助成対象となりました。(平成13年 1月以降)

平成13年1月診療分から福祉医療費自己負担額が医療機関ごとに 1日につき530円(上限

2，120円)を超える分について、助成の対象となりました。ただし、平成13年4月診療分から自

己負担額が医療機関ごとに1日につき800円(上限3，200円)に変わります。

自己負担額が変わります。 (平成13年4月以降)

平成13年4月診療分から福祉医療費自己負担額力t医療機関ごとに1日につき530円から800円に、

同一医療機関において1力月の上限額が、 2，120円から3，200円に改正されます。

医療区分 対象者 対象となる診療 ※自己負担額

6歳未満児 医療機関ごとに 1日につき800円。ただし、
乳幼児 入院 ・外来及び薬剤一部負担金

同一医療機関において 1ヵ月3，200円限度。(5歳児まで)

身障( 1~4)級療育手帳所持者 入院・外来及び薬剤一部負担金 医療機関ごとに 1日につき800円。ただし、
ID¥身障害者 ーーー----------------------------ーーー.ーー・-----------------------------------------

身障手帳5・6級所持者 入院のみ 同一医療機関において 1ヵ月3，200円限度。

母予 母害家庭の母とミ子 入院・外来及び薬剤一部負担金
医療機関ごとに 1日につき800円。ただし、

同一医療機関において 1ヵ月3，200円限度。

配偶者死別または、離婚 50歳代入院のみ 入院は 1日につき1.200円。外来は医療機
寡婦 し、現に婚姻していない ーー『司申-'・・a申'“申ーーー畠ーーーーーーーーーーーーー--ー，明，ー・・明喝・----- 関ごとに 1日につき800円。ただし、同一

女ミ子 60歳代 入院・外来初薬剤一部負担金 医療機関において 1ヵ月3，200円限度。

単婦
60歳以よ70歳未満で扶養
義務者と生計を同一にし 入院のみ 入院1日につき、 1，200円。

(未娼の女予)ていない女吾

68歳以上70歳未満で配偶 入院は 1日につき1，200円。外来は医療機
寡男 者死別または、離婚し、現 入院 ・外来及び薬剤一部負担金 関ごとに 1日につき800円。ただし、同一

に婚姻していない男吾 医療機関において 1ヵ月3，200円限度。

老人保健医療受給者で身 医療機関ごとに 1日につき800円。ただし、
老保障害 障-療青手帳を所持して 入院・外来

同一医療機関において 1ヵ月3，200円限度。いる者

父予 父ミ子家庭の父と吾 入院・外来及び薬剤一部負担金
医療機関ごとに 1日につき800円。ただし、

同一医療機関において 1ヵ月3，200円限度。

※ この制度は医療費の一部を大村市が助成するものです。ただし、高額医療等に該当される方につい

ては、その限度額までを助成いたします。

※ 保険適用外の診療分や入院時の食事療養費などは、助成の対象となりませんのでご注意くださし ¥0

・問い合わせ福祉課福祉係 ft53-4111 (内線155、156)
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老人医療改正について Q&A

「老人医療のお知らせ」をお読みになった方々から、

たくさんの質問が寄せられました O

主な質問について、お答えします。

Q， 診療所と病院の遣いは?
，克 診療所は、入院許可病床数が19床以下の医療機関

‘・3です。病院は、入院許可病床数が20床以上の医療
機関です O なお、今回の改正では病院が200床以

上か未満かで外来の一部負担金がかわります。

Q2 診療所に通院した場合は、いくら支払えばいいのですか?
~・ 診療所に通院した場合は、医療を受けた診療所が定額制か定率制の
副町 どちらを選択しているかで一部負担金の支払が違います。

臨司昆藷司昆霊長耳庖盛若笥置

配童謡君臨~1íI~闇

…1日 800円(月 4固まで)
院外処方を受けた場合でも、薬局では一部負担金を支払う必要はありません。

…医療費総額の定率 1割負担 (月上限3，000円)
院外処方を受けた場合は、診療所に月1，500円まで

薬局に月1，500円までを支払います。

※診療所が定額制または定率制どちらを選択しているかの一覧表を
保険年金課国保医療係の窓口に備えております。

Q3同ーの医療機関で内科と耳鼻科を受診した場合は、
別々に上限までの一部負担金を支払わなければならないのですか?

，苅 一部負担金の月上限額は、医療機関・薬局ごとに適用されます。

M 副 質問のように複数の診療科がある医療機関では、一部負担金の月

の上限は医療機関単位となりますので、別々に支払う必要はあり

ません。ただし、歯科については別々に適用されます。

Q4同一世帯肉で複数の入院患者活人医療受給者)がいる場合
支払った一部負担金がいくら力、返ってくるのですか?

-11-

，苅 今回の改正で定率 1割負担制導入に際し、世帯の家計負担の緩和を図るた
M副 めに設けられました。同一世帯に属する複数の老人医療受給者が同一月に

入院した場合や同一の月に異なる 2以上の医療機関に老人医療受給者が入

院した場合に支払った一部負担金が30，000円 (非課税世帯21，000円)を越

えるものの合計額が37.200円(非課税世帯24.600円)を越えた額が支給さ

れます。 (保険年金課国保医療係で申請して下さし ¥0

-置聖霊軍司・ 保険年金課国保医療係(内線111) 

， 、



12/.大きな符でペツタンコ
司 F 火災予紡祈願餅っき大会

大村消防署では、餅っき大会を通じて、火災予防を

呼びかけようと、市内の婦人防火クラブ員、幼稚園児

などが参加して行われました。甲斐田市長は「火遊び

をしないよう、火の用心に心掛けて」と子供達と一緒

に餅をつきました。

12/mサンタのプレゼントは何かな?
司 F 大村子供の家クリスマス会

大村子供の家のクリスマス会が聞かれました。子どもたちはキ

ャンドルサービス、「きよしこの夜」の合唱に続いて、食事をし

ながらそれぞれ劇やダンスなどの出し物で、クリスマスの夜を楽

しみました。

-13-

12/.大きく生きよ!
司 F 石部りかし整備事業

今富町の大神宮境内に大石(約25t)を真つ二つに割り

大地に根を張った「石割かし」を祭る石碑が完成しました。

この石割かしは樹齢約100年位で高さ2.5m位に成長して

います。地元では、このかしを大切に育て、地域のシンボ

jレとして保存に努めています。

おもちのプレゼント
丸栄生コンクリート倣)(山口栄吾社長)

は、大村子供の家にもち (30随分)を送

られました。

(.. 

CAMERA SPOT 

12/.ょっこらしょ!と、っこいしょ
司 F 引き継ごう伝統行事

郡中学校の1年1組の生徒が杵を使った餅つきを行
いました。今では杵で餅をつく事が少なく、初めて

体験をする子供達は、杵の持ち方やっき方を習いな

がら、楽しくついていました。

12/G・声援を受けて力走!
司 F 第9臨池田湖畔マラソン大会

第9回池田湖畔マラソン大会が池田湖周辺で行
われました。大会には、西小校区の児童生徒約

630人が参加。地域の人や家族の応援を受け
ながら、ゴールを目指していました。

1/&華やかな雰囲気につつまれて
-成人式

おとなの仲間入りをした1.040人を祝福して、成人式が市

民会館で聞かれました。会場は久々に出会う同級生の顔に歓

声が上がる中、新成人代表者の「新成人の誓いJでは、大人
としての自覚をしっかリ持とうと、全員が気持ちを新たにし

ていました。

-12-



1:村
争λτλ

このコーナーでは、ひとつの目標に向けてがんばっている人、

給や工作で男事に員をもらった吾どもたち、金婚式を迎えられ

たご夫妻など、いろんな市民の方々を紹介しています。近所に

こんな方がいますよ、といった情報を募集します。

また、市政への質問やご意見などもどしどしお寄せください。

干856-8686大村市玖島1丁目25大村市秘書広報課

1
月
8
日
に
聞
か
れ
た
消
防
出
初
式
で
、
大
村
市
長
か
ら
特
別
表
彰
を
受

け
ら
れ
た
大
村
市
消
防
団
長
松
永
繁
一
さ
ん
に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

o
m年
間
ど
う
も
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
o

m年
前
を
思
い
出
し
て
み
て
、
消
防
団
に

入
っ
た
の
は
伺
か
き
っ
か
け
で
も
あ
っ
た

の
で
す
か
。

当
時
は
火
災
も
多
か
っ
た
し
、
消
防
団

の
み
な
さ
ん
が
地
域
の
た
め
に
が
ん
ば
っ

て
お
ら
れ
る
の
を
見
て
、
自
分
も
何
か
役

に
立
つ
な
ら
一
緒
に
が
ん
ば
っ
て
み
ょ
う

か
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
ち
ょ
う
ど

勧
誘
が
あ
っ
た
の
で
入
り
ま
し
た
。

。
火
事
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
ん
な
災
害
な

ど
で
の
出
動
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
今

ま
で
で
一
番
き
っ
か
っ
た
こ
と
は
何
で
す

力
や
は
り
昭
和
辺
年
の
諌
早
大
水
害
の
時

で
す
。
大
村
市
で
も
た
し
か
ゆ
名
か
の
犠

牲
者
が
出
る
と
い
う
大
災
室
目
だ
っ
た
わ
け

で
す
が
、
そ
の
時
は
自
宅
も
床
上
浸
水
し

ま
し
た
。
し
か
し
と
り
あ
え
ず
よ
そ
の
家

か
ら
後
片
付
け
や
駆
除
、
清
掃
な
ど
に
回

り
、
我
が
家
は
放
っ
た
ら
か
し
で
後
回
し

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

。
そ
れ
で
は
家
族
の
方
に
も
迷
惑
を
か
け

て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。

今
ま
で
切
年
問
、
台
風
や
水
害
な
ど
の

際
に
は
ほ
と
ん
ど
家
に
は
い
な
い
と
い
う

状
況
で
し
た
。

O
こ
れ
ま
で
が
ん
ば
っ
て
き
て
よ
か
っ
た

こ
と
は
何
で
す
か
。

多
く
の
み
な
さ
ん
と
お
つ
き
あ
い
を
さ

せ
て
も
ら
っ
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
自
分

自
身
の
勉
強
に
な
っ
た
こ
と
で
す
ね
。

O
最
後
に
こ
れ
か
ら
の
希
望
や
抱
負
で
も

あ
れ
ば
お
話
し
く
だ
さ
い
。

消
防
団
だ
け
で
な
く
、
市
民
全
体
の
人

が
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
こ
の
消
防
出
初
式
に
も
全
員
が
参
加

し
て
、
火
の
用
心
の
意
識
を
今
以
上
に
持

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
な
と

思
い
ま
す
。

松
永
さ
ん
は
、
印
年
間
の
長
き
に
わ
た

り
消
防
団
で
活
躍
し
、

1
月

9
日
付
で
退

任
な
さ
い
ま
し
た
。

地域のために50年
~消防団勤続50年~

前大村市消防団長

松永繁ーさん

大村市国際交流員

アナ・メンディシュさん
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聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
デ
!
は
世
界

中
で
祝
わ
れ
て
い
て
、
こ
の
日
は
3

世
紀
の
祭
司
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
物
語

を
思
い
出
さ
せ
ま
す
。
彼
は
ク
ラ
ウ

デ
ィ
ウ
ス
皇
帝
の
時
代
の
司
祭
で
、

そ
の
当
時
ロ
l
マ
で
は
兵
士
を
志
願

す
る
男
性
を
募
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
多
く
の
男

性
が
家
族
や
恋
人
と
離
れ
離
れ
に
な
る
こ
と
を
望
ま
ず
、

十
分
な
兵
士
が
集
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
皇
帝
は
大
変

困
惑
し
、
結
婚
を
認
め
な
い
こ
と
と
全
て
の
婚
約
を
解

消
す
る
こ
と
を
布
告
し
ま
し
た
。

こ
の
布
告
を
バ
レ
ン
タ
イ
ン
神
父
は
残
酷
で
不
公
平

だ
と
考
え
、
た
く
さ
ん
の
男
女
を
こ
っ
そ
り
と
結
婚
さ

せ
ま
し
た
。
皇
帝
は
神
父
を
牢
獄
へ
送
り
、

2
月
U
日

に
首
を
は
ね
ま
し
た
。
2
世
紀
の
ち
に
ゲ
ラ
シ
ウ
ス
法

王
は
、
長
年
恋
人
達
の
思
人
だ
と
考
え
ら
れ
、
愛
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
交
換
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
祝
日
と
な

っ
て

い
た
こ
の
日
を
、
聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
日
と
す
る
こ
と

を
公
布
し
た
の
で
す
。

中
世
の
頃
、
こ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
は
、
本
来
好
意
を
寄

せ
て
い
る
女
性
を
魅
了
す
る
た
め
に
男
性
が
書
い
た
も

の
で
し
た
。
今
で
は
、
愛
の
言
葉
を
印
刷
し
て
あ
る
カ

ー
ド
を
買
う
の
が
普
通
で
す
。
個
人
的
に
は
聖
バ
レ
ン

タ
イ
ン
・
デ
1
は
儲
け
る
た
め
の
商
業
的
な
イ
ベ
ン
ト

に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
、
聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン

・
デ
l
は、

祝
日
に
関
す
る
品
物
を
売
っ
て
儲
け
た
い
届
主
以
外
に

と
っ
て
、
あ
ま
り
意
昧
が
あ
り
ま
せ
ん
。
恋
人
達
は
、

聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
を
尊
敬
し
た
り
理
解
す
る
こ
と
を
忘

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
日
の
こ
と
は
覚
え
て
い
て
、
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
買
っ
た
り
夕
食
を
共
に
し
ま
す
。
で
す
か

ら
、
多
分
1
年
中
で
恋
人
が
注
意
を
払
う
唯
一
の
日
で

し
ょ
w

つ
。

皆
さ
ん
に
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
詩
の
数
行
を
お
贈

り
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
世
に
男
性
が
手
書
き
し
て
い

た
伝
統
を
受
け
継
ぐ
も
の
で
、
私
達
み
ん
な
が
内
に
秘

め
て
い
る
希
望
に
満
ち
た
霊
感
を
目
覚
め
さ
せ
、
あ
な

た
方
に
元
気
を
回
復
さ
せ
る
で
し
ょ
う
。

こ
の
目
、
小
鳥
達
が

愛
し
い
相
手
を
選
ぶ
で
し
ょ
う

そ
の
鳥
は
い
つ
も
あ
な
た
に
寄
り
添
っ
て

永
遠
の
契
り
を
結
ぶ
で
し
ょ
う

れ

つ八
郎

ま
ペ

n

し
一
日
氾

話

…円

叫

ふ
伊
』

l
u

棉
品

目

フ

巳

い

~14 

どんなことばを話しますか?
クウ リングア ファラ

Que lingua fala ? 

ヴィヴァ

アナさんの
フンポイント・ポルトガル語講座

t 
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萱
瀬
中
学
校
は
、
移
り
ゆ
く
春
夏

秋
冬
の
多
良
山
系
の
色
の
風
景
、
小

川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
音
の
風
景
、
華
麗

に
舞
う
ホ
タ
ル
の
光
の
風
景
な
ど
、

四
季
折
々
の
風
景
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
風
光
明
娼
な
環
境
に
あ
り
ま

す
。
男
子
回
名
、
女
子
別
名
の
生
徒

た
ち
は
、
恵
ま
れ
た
自
然
か
ら
み
ず

み
ず
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
も
ら
い
健

や
か
に
育
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い

じ
め
も
な
く
、
全
校
生
徒
ほ
と
ん
ど

欠
席
も
な
く
、
生
徒
の
美
し
い
歌
声

が
野
山
に
響
き
渡
る
、
ま
さ
に
楽
校

と
言
え
ま
す
。

ふ
る
さ
と
を
生
か
し
た

環
境
教
育

本
校
は
、
長
崎
県
で
最
初
に
環
境
教

育
に
取
り
組
み
今
年
で

6
年
目
を
迎

え
ま
し
た
。
本
年
度
か
ら
は

「総
合

的
な
学
習
の
時
間
」
を
利
用
し
て
全

職
員
で
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

身
近
な
地
域
の
環
境
に
日
を
向
け

た
活
動
に
は
、

脱
穀
の
様
子

ろ
う
学
校
と
の
交
流

①
滝
や
名
木
な
ど
萱
瀬
地
区
に
点
在

す
る
す
ば
ら
し
い
自
然
の
再
発
見

②
郡
川
の
水
質
検
査
や
川
に
生
息
す

る
生
き
物
の
研
究

③
郷
土
料
理
の

再
現
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
蛍

の
皇
、
つ
く
り
を
目
指
し
た
全
校
生
徒

に
よ
る
調
査
活
動
な
ど
、
地
域
住
民

の
夢
と
ロ
マ
ン
も
大
き
く
膨
ら
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
学
年

ご
と
に
行
う
活
動
と
、

学
年
混
合
の

グ
ル
ー
プ
で
行
う
活
動
の

2
コ
l
ス

が
あ
り
、
そ
の
時
間
を
「
環
境
タ
イ

ム
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

心
を
揺
さ
ぶ
る

勤
労
体
験
・
交
流
学
習

本
校
入
り
口
に
は
、
地
域
の
方
の
ご

好
意
に
よ
り
お
借
り
し
て
い
る
実
習

田
が
あ
り
ま
す
。
も
み
ま
き
か
ら
、

田
植
え
、
除
草
、
稲
刈
り
、
脱
穀
、

も
ち
つ
き
へ
と
発
展
す
る

一
連
の
活

動
は
、
生
徒
の
勤
労
意
欲
と
自
然
へ

の
関
心
を
高
め
る
よ
い
機
会
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
校
は
昭
和
弘

年
の
文
部
省
研
究
指
定
以
来
、
県
立

ろ
う
学
校
と
の
交
流
教
育
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
田
植
え
、
稲
刈
り
、
も

ち
つ
き
等
は
も
と
よ
り
文
化
祭
の
作

品
交
換
や
手
話
学
習
会
な
ど
多
く
の

行
事
を
合
同
で
行
い
、
生
徒
同
士
の

心
の
交
流
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
他
に
も
、
全
校
生
徒
に
よ
る
老
人

ホ
l
ム
で
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な

ど
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

生
徒
の
人
間
形
成
に
大
き
く
役
立
っ

て
い
ま
す
。
本
校
に
訪
れ
ら
れ
た

方
々
が
生
徒
た
ち
の
素
朴
な
姿
に
感

動
さ
れ
る
の
を
見
て
、
今
、
生
徒
一

人

一
人
に
「
豊
か
な
心
が
」
育
っ
て

い
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
と
共
に
生
き
る
学
校
“
つ
く
り

地
域
と
の
連
携
を
も
と
に
推
進
し
て

い
る
様
々
な
行
事
に
、
生
徒
た
ち
は

積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
ふ
る

さ
と
を
誇
り
に
思
い
、
ふ
る
さ
と
萱

瀬
を
い
つ
ま
で
も
愛
し
続
け
る
生
徒

を
育
て
る
た
め
に
、
地
域
の
方
々
と

力
を
あ
わ
せ
て
、
ふ
る
さ
と
と
と
も

に
生
き
る
学
校
m

つ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
回
は
中
央
小
学
校
の
予
定
で
す
。

老
人
ホ
ー
ム
訪
問

摩
品
て

e
o総
あ
と

ー

文
化
財
は
語
る
i

③
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深
浮
儀
太
夫
と
捕
鯨

陣
羽
織
に
身
を
固
め
、
目
を
怒
ら

せ
、
さ
な
が
ら
侍
大
将
を
思
わ
せ
る

風
貌
の
人
物
こ
そ
、
捕
鯨
で
全
国
に

名
を
馳
せ
た
初
代
深
津
儀
太
夫
勝
清

で
す
。
鯨
は
古
代
か
ら
食
べ
ら
れ
、
各
地

の
遺
跡
か
ら
骨
が
出
土
し
て
い
ま
す

が
、
組
織
的
に
商
業
捕
鯨
が
は
じ
ま

る
の
は
戦
国
時
代
の
終
わ
り
頃
の
こ

と
で
す
。
最
近
で
は
我
々
の
食
卓
か

ら
や
や
遠
の
い
て
い
ま
す
が
、
以
前

は
、
定
番
の
食
材
で
し
た
。

江
戸
時
代
の
初
め
、
ま
だ
若
か
っ

た
勝
清
は
、
紀
州
(
現
在
の
和
歌
山

県
)
で
武
者
修
行
の
道
す
が
ら
、
捕

鯨
の
修
行
を
行
い
、
大
村
に
戻
っ
た

捕
鯨
図

後
、
五
島
灘

一
帯
で
鯨
組
を
組
織
し

て
捕
鯨
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
が
、

肥
前
の
国
に
お
け
る
鯨
取
り
の
始
ま

り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
鯨
組
は
、

鯨
を
取
り
囲
む
勢
子
船
や
鯨
を
運
ぶ

持
双
船
な
ど
お

l
羽
近
い
船
団
か
ら

な
り
、
初
期
の
捕
鯨
は
、
鈷
で
鯨
を

突
く
方
法
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

鯨

一
頭
が
と
れ
れ
ば
、
七
浦
(
港

町
)
が
潤
う
と
い
わ
れ
る
ぐ
ら
い
、

莫
大
な
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
し

た
。
儀
太
夫
は
、
捕
鯨
に
よ
り
成
し

た
莫
大
な
財
産
を
社
会
貢
献
の
為
に

使
い
ま
し
た
。
最
も
有
名
な
の
は
、

野
岳
湖
の
築
造
で
し
た
。
こ
の
人
工

湖
の
築
造
に
よ
り
、
松
原
・
福
重
地

区
の
田
畑
は
潤
い
、
多
く
の
人
が
現

在
で
も
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。

深
津
儀
太
夫
の
屋
敷
は
、
現
在
の

本
町
の
西
沢
か
ら
浜
屋
一
帯
に
あ
っ

て
、
大
名
や
長
崎
奉
行
が
宿
泊
す
る

本
陣
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

深
津
儀
太
夫
肖
像



みんなの

健康
「便秘の話」

健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
を
簡

単
に
表
現
す
る
と
食
欲
、
睡
眠
、

排
池
や
笑
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

今
回
は
こ
の
内
排
池
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

便
秘
と
は
ど
ん
な
状
態
で
し

ょ
う
か
?
通
常
健
康
人
の
排
便

は

一
日
一
回
固
形
便
が
排
池
さ

れ
、
排
便
に
際
し
て
苦
痛
や
困

難
を
と
も
な
わ
な
い
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
逆
に
便
秘
は
数
日
間

排
便
が
無
く
、
硬
い
便
で
お
腹

が
張
る
、
痛
む
な
ど
の
苦
痛
を

感
じ
る
状
態
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
一
般
的
か
と
思
い
ま
す
。
な

か
に
は
日
に
数
回
排
便
が
あ
っ

て
も
全
体
的
な
量
が
少
な
く
残

便
感
を
訴
え
る
場
合
も
便
秘
と

し
て
取
り
扱
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。

腸
の
運
動
低
下
し
て
い
る
、

便
が
硬
い
、
排
便
時
に
十
分
腹

圧
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

等
が
直
接
的
原
因
に
挙
げ
ら
れ

南野内科病院

院長南野 淳

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
遠
因
と

し
て
植
物
繊
維
の
不
足
、
腸
が

非
常
に
長
い
等
が
よ
く
み
ら
れ

ま
す
が
、
な
か
に
は
脳
血
管
疾

患
、
内
分
泌
疾
患
、
腸
自
体
の

疾
患
、
薬
の
副
作
用
な
ど
が
原

因
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
な
便
秘
の
タ
イ
プ
も

そ
う
で
す
が
、
排
便
が
あ
り
な

が
ら
残
便
感
を
訴
え
る
ケ

l
ス

の
な
か
に
は
炎
症
や
大
腸
癌
な

ど
で
腸
が
細
く
な
っ
て
い
る
場

合
も
多
く
大
腸
の
検
査
が
必
要

で
す
。
便
潜
血
反
応
以
外
の

一

般
的
な
検
査
は
注
腸
検
査
(
バ

リ
ウ
ム
と
空
気
を
お
尻
か
ら
入

れ
る
検
査
)
、
大
腸
内
視
鏡
検
査

(
カ
メ
ラ
)
等
が
あ
り
ま
す
。
い

ず
れ
も
十
分
な
検
査
を
行
う
た

め
に
は
検
査
時
、
残
っ
て
い
る

便
が
邪
魔
に
な
り
、
注
腸
検
査

で
は
前
日
か
ら
大
腸
内
視
鏡
検

査
で
は
当
日
朝
か
ら
の
前
処
置

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

薬
剤
と
し
て
は
便
を
柔
ら
か

く
す
る
薬
剤
、
腸
を
刺
激
し
て

動
か
す
薬
剤
、
腸
自
体
を
動
か

す
薬
剤
、
漢
方
薬
、
涜
腸
等
が

あ
り
ま
す
。
組
み
合
わ
せ
で
使

う
こ
と
が
一
般
的
で
す
が
、
涜

腸
連
用
は
直
腸
な
ど
を
痛
め
る

た
め
避
け
た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

最
近
増
え
て
い
る
原
因
と
し

て
運
動
不
足
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

近
年
交
通
機
関
の
発
達
や
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
の
使
用
が
増
え
た
こ

と
で
以
前
よ
り
便
秘
が
増
え
て

い
る
印
象
が
あ
り
ま
す
。
長
時

間
の
歩
行
や
階
段
の
上
り
下
り

は
腸
に
適
度
な
刺
激
と
な
り
排

便
に
は
好
影
響
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
実
際
寝
た
き
り
状
態
の
方

に
は
便
秘
を
訴
え
ら
れ
る
ケ
ー

ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
縄
跳
び

運
動
も
腸
に
刺
激
を
与
え
好
影

響
と
考
え
ま
す
が
体
力
や
体
調
、

そ
の
他
基
礎
疾
患
の
状
態
な
ど

と
よ
く
相
談
し
て
お
こ
な
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

便
秘
を
予
防
す
る
た
め
に
は

ま
ず
生
活
習
慣
の
な
か
で
豊
富

な
植
物
繊
維
を
と
る
こ
と
、
腸

に
刺
激
を
与
え
る
た
め
適
度
な

運
動
を
行
う
こ
と
、
規
則
正
し

い
生
活
リ
ズ
ム
を
大
切
に
す
る

事
な
ど
の
注
意
が
必
要
で
す
。

そ
れ
で
も
改
善
し
な
い
場
合
に

初
め
て
薬
物
療
法
が
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。
ま
た
便
秘
の
ウ

ラ
に
病
気
が
隠
れ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、

一
度
は
か

か
り
つ
け
の
先
生
に
服
薬
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
、
腸
の

検
査
な
ど
相
談
さ
れ
た
り
し
た

方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

図
市
立
病
院
だ
よ
り

「
成
人
病
か
ら
生
活
習
慣
病
ヘ
」

大村市立病院内科系部長

谷岡芳人

近
年
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
の
変

化
に
伴
い
、
か
つ
て
国
民
病
と
い
わ

れ
た
結
核
に
代
わ
り
、

三
大
成
人
病

と
い
わ
れ
る
脳
卒
中、

が
ん
、
心
臓

病
が
死
因
の
主
体
と
な

っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
羽
歳
か
ら
伺
歳
の

働
き
盛
り
の
人
に
多
く
死
亡
率
も
高

い
こ
と
で
、
成
人
病
と
し
て
国
民
の

関
心
を
高
め
て
き
ま
し
た
。
成
人
病

に
対
す
る
取
り
組
み
は
早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
重
視
さ
れ
、
集
団
検
診

や
人
間
ド

ッ
ク
な
ど
が
推
進
さ
れ
、

社
会
的
に
も
大
き
な
問
題
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
加
齢
に
関

連
し
た
病
気
と
の
認
識
が
強
く
、
年

を
と
っ
た
ら
仕
方
な
い
と
い
う
受
け

身
的
な
印
象
を
与
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
成
人
病
と
い
わ
れ
る
脳

卒
中
、
が
ん
、
心
臓
病
は
、
多
く
の

研
究
か
ら
単
に
加
齢
に
よ
っ
て
起
こ

る
病
気
で
は
な
く
、
食
事
、
運
動
、

喫
煙
、
飲
酒
、
休
養
な
ど
の
生
活
習

慣
が
そ
の
発
症
お
よ
び
進
行
に
深
く

関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。

宮

@
2
1
6
1

-16-

そ
こ
で
、
厚
生
省
は
平
成
8
年、

国
民
に
健
康
的
な
生
活
習
慣
の
重
要

性
を
呼
び
か
け
、

「成
人
病
」
に
代

わ
り

「
生
活
習
慣
病
」
と
い
う一
一一口葉

を
提
唱
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
生

活
習
慣
病
次
第
で
は
予
防
で
き
る
病

気
で
あ
り
、
個
人
の
責
任
に
よ
り
自

主
的
に
生
活
習
慣
を
改
善
し
よ
う
と

い
う
認
識
が
強
く
な
っ
た
と
思
わ
れ

ま
す
。
か
つ
て
の
医
学
は
病
気
が
お

こ
っ
て
医
師
を
訪
れ
る
と
い
う
治
療

医
学
が
主
流
で
し
た
が
、
こ
れ
ら
の

懸
命
な
努
力
に
も
関
わ
ら
ず
、
脳
梗

塞
、
が
ん
、
心
臓
病
の
近
年
の
増
加

を
見
れ
ば
限
界
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
生
活
習
慣
を
改
善
し
、

危
険
因
子
を
除
去
す
る
こ
と
で
病
気

の
発
症
そ
の
も
の
を
未
然
に
防
ぎ
、

健
康
を
増
進
す
る
と
い
う
予
防
医
学

の
時
代
と
な
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
ま

す
。
実
際
に
は
生
活
習
慣
を
改
め
る

こ
と
は
決
し
て
容
易
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
日
頃
の
健

康
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
自
覚
症

状
に
乏
し
く
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
私
た
ち
の
体
を
蝕
む
生
活
習
慣
病

を
自
ら
の
責
任
と
し
て
受
け
止
め
、

日
々
の
生
活
習
慣
を
改
善
す
べ
く
、

医
師
と
患
者
さ
ん
が
互
い
に
理
解
し

合
い
手
を
組
ん
で
取
り
組
む
こ
と
が

大
切
と
考
え
ま
す
。t 



市役所

ft53-4111 (代表)

平
成
問
年
度

市
民
税
・
県
民
税
・
国

民
健
康
保
険
税
申
告
受

付
日
の
お
知
ら
せ

税
務
課
(
内
線

1
2
2
・
1
2

3
・

1
2
4
)

平
成
日
年
度
の
申
告
を
次
の
日
程
と

場
所
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
告
日

に
都
合
の
つ
か
な
い
人
は
、

3
月
日
日

ま
で
に
市
役
所
大
会
議
室
に
て
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

土
寸

A
斗後午分nu 

qu 

土
寸no 

午土
寸付再又

年
末
調
整
済
の
給
与
所
得
者
で
、
ほ

か
の
所
得
が
却
万
円
以
下
の
人
も
申
告

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
(
こ
の
場

合
は
確
定
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
)
な
お
、
確
定
申
告
を
さ
れ
る
人
は

市
県
民
税
等
の
申
告
書
を
提
出
す
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
末
申
告
の
場
合
、

所
得
証
明
な
ど
の
交
付
や
国
民
健
康
保

険
税
の
軽
減
制
度
の
適
用
も
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
確
定
申
告
時
の
混
雑
緩
和

の
た
め
、

2
月
日
日

ωか
ら
、
市
役
所

大
会
議
室
で
還
付
申
告
の
納
税
相
談
が

で
き
ま
す
。

※
確
定
申
告
の
期
間
中
は
駐
車
場
の
混

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
公
共
交
通

機
関
の
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

地区 申告受付日 場所

西 大 村 2月1日(木)・2日住)
西大村出張所

(農業のない世帯) 5日(月).6日(:}q

竹 松 2月7日制 .8日(木)
竹松出張所

(農業のない世帯) 9日幽

2月13日ω .14日同

大 村 15日(対・16日幽

(農業のない世帯) 19日促)・20日ω 市役所大会議室

21日制 .22日(柑

大村・西大村 2月27日(刈・28日同 市役所大会議室
(農業のある世帯)

一一 浦 3月1日(木) 三浦出張所一
鈴 田 3月2日幽 鈴田出張所

松 原 3月7目。ω 松原出張所

竹 松 3月7日制 竹松出張所
(農業のある世帯)

萱 瀬 3月8日(木) 萱瀬出張所

福 重 3月8日(木) 福重出張所

受付日程表

所
得
税
の
確
定
申
告
・
還
付

申
告
は
正
し
く
お
皐
め
に
!

諌
早
税
務
署
(
宮
⑫

1
3
7
0
)

一T
8
5
41
8
6
6
6

諌
早
市
永
昌
東
町
お

l
MN

平
成
ロ
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告

と
納
付
期
限
は
、

2
月
日
日
働
か
ら
3

月
日
日
同
ま
で
で
す
。
還
付
申
告
は
、

す
で
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

期
限
間
近
に
な
る
と
大
変
混
雑
し
ま

す
の
で
、
申
告
書
は
自
分
で
正
し
く
書

き
、
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申

告
書
は
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

受
付
時
間
午
前
9
時
j
午
後
4
時

申
告
場
所
諌
早
税
務
署

-
市
役
所
会
場
で
の
確
定
申
告
受
付

受
付
場
所
市
役
所
大
会
議
室

(
2階
)

受
付
時
間
午
前
9
時
i
午
後
4
時

受
付
期
間
譲
渡
所
得
・
:
2
月
日
日
幽

1
3
月
2
日
幽

営
業
・
農
業
・
そ
の

他
の
事
業
・
給
与
・
年
金
等
・

:
2月
日

日
幽
1
3
月
6
日

ω
還
付
申
告
・
:
2

月
日
日

ωか
ら
3
月
6
日

ω

特
別
土
地
保
育
税
(
取
得
分
)

の
申
告
・
納
付
を
!

税
務
課
(
内
線
1
2
0
)

平
成
ロ
年
1
月
1
日
か
ら
平
成
立
年

ロ
月
紅
白
ま
で
に
、
市
内
で
合
計
5
、

o
o
o
d以
上
の
土
地
を
取
得
し
た
人

は、

2
月
お
日
制
ま
で
に
特
別
土
地
保

有
税
(
取
得
分
)
の
申
告
と
納
付
を
し

て
く
だ
さ
い
。

給
与
支
払
報
告
書
は
臨

時
・
パ
ー
ト
の
分
も
提

出
し
て
く
だ
さ
い

税
務
課
(
内
線
1
2
3
)

給
料
支
払
報
告
書
の
提
出
対
象
者
は

全
員
で
す
。
正
職
員
や
常
雇
い
職
員
だ

け
で
な
く
、
臨
時
・
パ

l
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
・
嘱
託
職
員
や
中
途
採
用
者
な
ど

を
含
む
す
べ
て
の
人
が
対
象
者
で
す
。

提
出
も
れ
が
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
※
す
で
に
提
出
済
の
会
社
等
で
、

も
れ
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
個
人
票
だ

け
の
提
出
で
結
構
で
す
。
総
括
表
は
こ

ち
ら
に
提
出
済
の
も
の
を
訂
正
し
ま
す
。

「
税
の
作
文
」

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

税
を
理
解
す
る
た
め
、
全
国
の
中
学

生
か
ら
募
集
し
た
「
税
の
作
文
」
の
中

か
ら
、
次
の
作
品
が
賞
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

{
中
学
生
の
部
}

全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
優
秀
賞

西
大
村
中
学
校
2
年
生
吉
海
梓
さ
ん

年
金
ク
イ
ズ
の
正
解
お

よ
び
当
選
者
発
表

保
険
年
金
課
(
内
線
1
1
4
)

「
広
報
お
お
む
ら
日
月
号
」
で
実
施

し
ま
し
た
年
金
ク
イ
ズ
に
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

正
解
は
次
の
と
お
り
で
す
。

解
答
①

B
-
m歳
に
な
っ
た
と
き
か
ら

②
B
・
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

③

A
-
2年
以
内

記
念
品
当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

年
金
ク
イ
ズ
正
解
者
の
な
か
か
ら
抽

選
の
結
果
、
次
の
方
ヘ
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
す
。
(
敬
称
略
)

東
せ
い
子
・
岩
下
加
代
子
・
三
根
真

弓
・
岩
本
敏
江
・
早
川
正
子
・
永
井
昭

代
・
鳥
山
弘
介
・
山
本
敏
男
・
北
原
雄

士
・
溝
口
ミ
ワ

・
中
島
美
代
子

・
古
賀

友
徳
・
田
川
保
子

ま
た
、
そ
の
他
の
方
に
も
抽
選
に
よ

り
粗
品
を
進
呈
し
ま
す
。

17 



市役所

ft53-4111 (代表)

第

1
号
被
保
険
者

(臼
歳
以
上
)
の

介
護
保
険
料
納
付
証
明

書
に
つ
い
て

高
齢
福
祉
課
(
内
線
1
3
7
・
1
3
8
)

確
定
申
告
等
で
、
介
護
保
険
料
の
納

付
証
明
書
が
必
要
な
方
は
、
市
高
齢
福

祉
課
で
発
行
し
ま
す
。

な
お
、
特
別
徴
収
(
年
金
天
引
き
)

の
方
は
、
年
金
保
険
者
か
ら
平
成
ロ
年

分
の
介
護
保
険
料
額
が
記
載
さ
れ
た
年

金
源
泉
徴
収
票
が
1
月
末
頃
に
送
付
さ

れ
ま
す
の
で
、
証
明
書
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。

介
護
保
険
で
支
払
っ
た

費
用
も
医
療
費
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す

高
齢
福
祉
課
(
内
線
1
3
9
)

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
ケ
ア
プ

ラ
ン
に
基
づ
く
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
費
用
が
所
得
税
法
上
で
の
医
療
費

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
費
用
は

次
の
と
お
り
で
す
。

-
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
入
所
者

施
設
に
支
払
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
お

よ
び
食
費
の
標
準
負
担
額
の
そ
れ
ぞ
れ

2
分
の
l

-
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

対
象
者
次
の

1
、
2
の
い
ず
れ
の
要

件
も
満
た
す
者

ー
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
在
宅
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
で
あ
る
こ
と

2
、
ケ
ア
0

フ
ラ
ン
に
次
に
掲
げ
る
在
宅

サ
ー
ビ

ス
の
い
ず
れ
か
が
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
こ
と

①
訪
問
看
護

②
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン

③
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン

(
デ
イ
ケ
ア
)

④
短
期
入
所
療
養

介
護
(
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
)

⑤
居
宅

療
養
管
理
指
導

対
象
と
な
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス

⑥
家
事
援
助
中
心
型
を
除
く
訪
問
介
護

⑦
訪
問
入
浴
介
護

③
通
所
介
護
(
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
)

③
短
期
入
所
生
活
介

護
(
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
)

対
象
費
用
の
額

「対
象
と
な
る
在
宅

サ
ー
ビ
ス
」
に
掲
げ
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス

に
要
し
た
利
用
者
負
担
額
(
通
所
介
護

や
短
期
入
所
生
活
介
護
に
お
い
て
、
事

業
者
が
独
自
に
設
定
す
る
費
用
(
食
材

料
費
等
)
は
除
き
ま
す
。)

※
対
象
者
の
2
に
掲
げ
蚤

ω
i⑤
の
居

宅
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
医
療
保
険
か
ら
介
護
保
険
に

移
行
し
た
老
人
保
健
施
設
や
医
療
機
関

の
費
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

介
護
用
昂
・
日
常
生
活
用

具
の
支
給
が
あ
り
ま
す

高
齢
福
祉
課
(
内
線
1
5
9
)

{
介
護
用
品
}
要
介
護
認
定
で

4
ま
た

は
5
に
認
定
さ
れ
た
、
住
民
税
非
課
税

世
帯
に
属
す
る
在
宅
高
齢
者
を
介
護
し

て
お
ら
れ
る
家
族
に
、
紙
お
む
つ
や
尿

と
り
パ
ッ
ド
な
ど
を
年
間
6
万
円
分
支

給
し
ま
す
。

た
だ
し
、
「
大
村
市
ね
た
き
り
老
人

等
介
護
見
舞
金
」
や

「
大
村
市
重
度
心

身
障
害
者
介
護
見
舞
金
」
と
併
給
は
で

き
ま
せ
ん
。

{
日
常
生
活
用
具
}
白
歳
以
上
の
心
身

機
能
の
低
下
に
伴
い
防
火
等
の
配
慮
が

必
要
な
ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人
な
ど
に

電
磁
調
理
器
や
火
災
報
知
器
、
自
動
消

火
器
の
給
付
が
あ
り
ま
す
。

負介 1
担護 担
額保 庄
が、険υ
答施
;r J吾.1'11
・....0叉
りm
手話
ど事
1"-の

高
齢
福
祉
課
(
内
線
1
3
7
)

介
護
保
険
施
設
に
入
院
・
入
所
さ
れ

て
い
る
方
は
食
事
の
自
己
負
担
(
標
準

負
担
額
)
が
必
要
で
す
。

一
般
被
保
険

者
(
住
民
税
世
帯
課
税
者
)
は
、
今
ま

で
の

1
日
7
6
0
円
が
1
日
7
8
0
円

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

第13回国民年金写真コンテスト
奨励賞「ヨーイドン」
安永善明さんの作品

4
月
1
日
か
ら

指
定
ご
み
袋
に
な
り
ま
す

清
掃
課
(
包
⑭

3
1
0
0

「大
村
市
P
R
用
指
定
袋
」
を
町
内

会
を
通
じ
て
配
付
し
て
い
ま
す
が
、
ま

だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
は
町
内
会
長

さ
ん
へ
連
絡
し
て
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

指
定
取
扱
庖
の
庖
頭
陳
列

2
月
1
日
肘
j

試
行
期
間
2
月
1
日
制
1
3
月
白
目
的

※
4
月
1
日
か
ら
は
「
指
定
袋
」
で
出

し
て
く
だ
さ
い
。

「
ご
み
と
リ
サ
イ
ク
ル
」

講
座
受
講
者
募
集

清
掃
課
(
宮
⑭

3
1
0
0
)

日
時

2
月
9
日
樹
、
午
後
6
時
加
分

j
8時
場
所
清
掃
セ
ン
タ
ー

2
階

大

会

議

室

定

員

閃

人

内

容

「
指
定
ご
み
袋
に
つ
い
て
」
※
清
掃
セ

ン
タ
ー
の
職
員
が
「
指
定
ご
み
袋
制
度
」

に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

申
込
方
法
事
前
に
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
※
こ

の
講
座
は
3
月
ま
で
の
毎
月
第
2
金
曜

日
(
時
間
・
場
所
等
は
同
じ
)
に
開
催

し
ま
す
。

「
そ
の
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
」
の
表
示
が
決

ま
り
ま
し
た

-18-

清
掃
課
(
岱
⑭

3
1
0
0
)

新
た
に
資
源
と
し
て
分
別
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
・
包
装
」
類
に
つ

い
て
の
表
示
が
決

ま
り
、

4
月
よ
り
メ
ー
カ
ー
側
に
表
示

が
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
徐
々
に
商
品
に
表
示
マ

l
ク
が
付

け
ら
れ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で

表
示
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
た
だ
し
、
表
示
が
あ
っ
て
も

「
中
に
危
険
な
も
の
が
入
っ
て
い
た
も

の
」
(
例
一
農
薬
・
除
草
剤
・
乾
燥

剤
・
除
湿
剤
・
漂
白
剤
な
ど
)
や
「
ケ

チ
ャ
ッ
プ
・
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
・
歯
磨
き
粉

な
ど
の
チ
ュ
ー
ブ
や
容
器
類
」
な
ど
水

洗
い
に
手
間
が
か
か
っ
た
り
、
内
容
物

が
と
り
に
く
い
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
、
資
源
物
と
し
て
回
収
し
ま
せ
ん

の
で
、
燃
や
せ
る
ご
み
で
出
し
て
く
だ

さ
い
。

プラスチック製容器包装

表示マーク



ね
ず
み
駆
除
の
お
し
ら
せ

ね
ず
み
に
ち
ゅ

i
い
!

環
境
保
全
課
(
内
線
1
4
4
)

ね
ず
み
の
繁
殖
は
、
食
中
毒
・
各
種

伝
染
病
等
の
原
因
と
な
り
、
ノ
ミ

・
ダ

ニ
の
増
殖
を
促
す
等
の
被
害
に
つ
な
が

り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
予
防
策
と
し
て
普
段
か

ら
え
さ
や
巣
場
所
を
与
え
な
い
よ
う
に

整
理
整
頓

・
清
掃
(
特
に
食
品
の
管
理
)

を
十
分
に
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

駆
除
方
法
と
し
て
は
、

3
月
i
5
月、

9
月
j

H
月
の
繁
殖
時
期
前
に
薬
鼠
剤

を
配
置
し
、
駆
除
を
行
う
こ
と
が
効
果

的
で
す
。

※
2
月
1
日
同
j

m
日

ωま
で
の
期
間

は
、
大
村
薬
業
会
の
協
力
で
、
薬
鼠
剤

(ラ

ッ
ト
ホ
ン
)
は
通
常
よ
り
低
価
格
で

販
売
さ
れ
ま
す
。

市役所

ft53・4111(代表)

大
村
市
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
の
指
定

水
道
局
工
務
課
(
岱
⑬

1
1
1
4
)

指
定
番
号

ω
・
有
限
会
社
川
端
設
備
工

業
(
長
崎
市
八
幡
町
9
番
5
号
)

平
成
立
年
ロ
月
日
目
指
定

指
定
番
号
初
・
株
式
会
社
大
和
エ
ン
ジ

(
佐
世
保
市
大

ニ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

塔
町
1
6
4
5番
1
)

平
成
ロ
年
ロ
月
泊
目
指
定

。
ご
存
じ
で
す
か
?

市
水
道
を
ご
使
用
の
給
水
装
置
工
事
に

つ
い
て
は
、

市
が
指
定
し
た
工
事
事
業

者
で
な
け
れ
ば
施
工
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
も
し
、
そ
の
他
の
者
が
勝
手

に
給
水
装
置
を
設
置
し
た
り
改
造
し
た

場
合
、
給
水
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
選
挙
人
名

簿
の
縦
覧

選
挙
管
理
委
員
会
(
内
線
3
4
0
)

縦
覧
期
間

2
月
お
日
働
j

3
月
9
日

幽

時
間

午
前
8
時
鈎
分
j
午
後
5

時

場
所

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
(
市
役
所
内
)

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
市
役
所
宿

直
室
で
行
い
ま
す
。

ま
ち
か
ど
研
究
室

「
出
前
講
座
」

ま
ち
か
ど
研
究
室
事
務
局

(包
⑫
8
2
7
1
)

お
気
軽
に

講
演
は
無
料
で
す
の
で
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時

2
月
時
日
同
、
午
後
2
時
j

3

時

初

分

場

所

ま

ち

か

ど

研

究

室

(
本
町
3
丁
目
広
場
前
)
講
師
今
回

達
也
先
生
(
大
村
市
立
病
院
心
臓
血
管

病
セ
ン
タ
ー
長
)

テ
I
マ

「
心
臓
、

血
管
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
」

視聴覚ライブラリー

親子映画会

2月10日国
市コミセン
西大村コミセン

.ホシガリ姫の冒険 (アニメ20分)
置ナイチンゲール物語 (アニメ20分)
.おば‘捨て山の月 (アニメ21分)

2月10自国
10 : 00 ~ 11 : 00 中地区公民館
田鬼の子とゆきうさぎ (アニメ22分)
量おおきなかぶ (アニメ21分)
E瓜ッ子姫とアマンジャク (アニメ 19分)

「ネシャン・サーガ I
ヨナタンと伝説の杖」
ラルフ ・イーザウ著 あすなろ書房

ミヒャエル ・エンデに次ぐドイツ・ファ
ンタジーの旗手出現 リ とさわがれた著者が、
ネシャ ン世界の生と再生を描いた三部作の
第 l作目。少年ジョナサンが夢の世界では
らはらドキドキの冒険を繰り広げます。小
学校高学年から大人まで楽しめる本です。

文珍流 ・落語への招待(桂文珍著)/いとしい時間 三浦綾子愛
の歌集(三浦綾子著)/綾戸智恵 ジャズレッスン (NHKr課外
授業ょうこそ先輩j制作グループほか編)/間違いだらけのクル
マ選び 2001年上期版(徳大寺有恒著)/ビンボーひまあり(松
下竜一著)/黄金回廊(中津文彦著)/冥府の虜(高嶋哲夫著)
/取り替え子 [チェン ジリング] (大江健三郎著)/ゆっくり気
楽に生きる(ピエール ・サンソ著)/ミッドナイト・コール(田
口ランディ著)/百助嘘八百物語(佐藤雅美著)/犬大将ビッキ(出
久根達郎著)/涙(乃南アサ著)/ごはんが10倍おいしくなるお
かず(仲田雅博著)

この他にもたくさんの新着図書を用意しています。
どうぞ、ご利用ください。

問い合わせ 市立図書館 (ft. FAX(2457) 

d
'
F胴
圃

ご

タ
I
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食
同
り
…

思一

羽

365固いつでも

安心生活

-19 



市役所

ft53・4111(代表)

看
護
婦
(
土
)
准
看
護
婦
(
士
)

臨
時
職
員
登
録
音
募
集

市
立
病
院
(宮
⑫
2
1
6
1
内
線

1
2
0

勤

務

場

所

市

立

病

院

職

種

看

護

婦
(
士
)
・
准
看
護
婦
(
士
)
資
格

看
護
婦
(
士
)
ま
た
は
准
看
護
婦
(
士
)

免
許
を
有
し
、
市
内
在
住
の
人

申
込
方
法
市
販
の
履
歴
書
に
写
真
を

貼
付
の
う
え
、
免
許
証
の
写
し
を
添
え

て
市
立
病
院
庶
務
係
ま
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
時
期
随
時

平
成
問
年
度

消
費
者
モ
ニ
タ
ー
募
集

商
工
課
(
内
線
2
4
1
)

消
費
者
の
皆
様
か
ら
日
常
の
生
活
経

験
に
照
ら
し
た
率
直
な
意
見
・
要
望
や

情
報
を
消
費
者
行
政
に
役
立
て
て
い
く

た
め
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

資

格

別

歳

以

上

任

期

4
月
か
ら

平
成
日
年

3
月
末
ま
で
仕
事
内
容

・
モ
ニ
タ
ー
研
修
会
(
年
2
回
)
に
出

席
・
年
数
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
回

答
・

自
由
通
信
に
よ
り
消
費
者
と
し
て

の
意
見
、
要
望
、
情
報
を
随
時
提
供
・

公
正
取
引
委
員
会
が
お
願
い
す
る
調
査

に
協
力
な
ど
。
法
律
等
専
門
的
な
知
識

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

謝

礼

年

額

1
万
2
、
0
0
0
円
(
予
定
)
・
モ
ニ

タ
ー
研
修
会
へ
の
出
席
旅
費
支
給

申
込
期
限

2
月
9
日
倒

き
た
や
ま
よ
う
こ
氏
講
演
会

市
立
図
書
館
(
包
囲
⑫

2
4
5
7
)

絵
本
"
ゅ
う
た
く
ん
ち
の
い
ば
り
い

ぬ
シ
リ
ー
ズ
‘
で
お
な
じ
み
の
絵
本
作

家
、
き
た
や
ま
よ
う
こ
さ
ん
の
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時

3
月
4
日
師
、
午
後
1
時
初
分

j

3
時
初
分
会
場
市
民
会
館

演
題
「
私
の
絵
本
の
世
界
」

対

象

一

般

参

加

費

無

料

※
な
お
、

当
日
は
手
話
通
訳
と
託
児
が

あ
り
ま
す
。
託
児
は

1
歳
以
上
か
ら
お

預
か
り
し
ま
す
。
託
児
人
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は

2

月
M
日
出
ま
で
に
図
書
館
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

青
年
団
団
員
募
集

コ
ミ
セ
ン

(宮
⑮
3
1
6
1
)

大
村
市
青
年
団
連
絡
協
議
会
で
は
青

年
対
象
の
事
業
、

夏
越
ま
つ
り
な
ど
の

町
n

つ
く
り
に
関
連
し
た
事
業
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
と
お
し
て
仲
間
n

つ
く

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方

は
コ
ミ
セ
ン
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

圃
お
り
が
み
で
あ
そ
、
ほ
う

-

中
地
区
公
民
館
(
宮
⑮

1
3
7
6
)

お
り
が
み
で
季
節
の
行
事
を
折

っ
て

遊
び
ま
す
。
参
加
は
無
料
。
誰
で
も
自

由
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
時

2
月

ω日
目
、
午
後
2
時
j
4

時

場

所

中

地

区
公
民
館

内
容
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
l

持
参
品
は
さ
み
・
ポ
ン
ド

-
「
篠
山
手
芸
の
会
」
会
員
募
集

.

土
井
(
宮
⑫
4
5
2
1
)

対
象
初
心
者

練
習
日
毎
月
第
1
・
3
木
曜
日
、
午

後
1
時
j
3
時

場

所

中

地

区

公

民

館

会

費

月

1
、
3
0
0
円

-
「
ヨ
ガ
教
室
」
会
員
募
集

圃

虞
崎
(
包
⑪

7
1
2
7
)

疲
れ
た
心
と
か
ら
だ
を
リ
フ
レ

ッ
シ

ュ
し
ま
せ
ん
か
。

練
習
日
毎
週
火
曜
日
、
午
後
ロ
時
j

1
時
加
分
場
所
中
地
区
公
民
館

会

費

月

額
2
、
0
0
0円

園
第
お
自

闇
路
火
少
年
剣
道
大
会

-

大
村
消
防
署
(
包
⑫

4
1
3
8
)

火
災
予
防
思
想
の
普
及
を
図
る
た
め
、

防
火
少
年
剣
道
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

2
月
お
日
間
、
午
前
9
時
初
分

場

所

シ

l
ハ
ッ
ト
お
お
む
ら

住
宅
情
報

-
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

申
込
期
限

2
月
旬
日

ω

抽

選

日

2
月
初
日

ω午
前
叩
時
1

入

居

日

3
月

1
日
同

抽
選
場
所

雨

周
到
飼
引
劇
州
到
謝
E

住宅名 戸数 間取り 構造 階

旭(改良) 2 K 中耐5

竹 松 3 K 中耐4

竹 松 3 K 中耐4 2 

竹 松 3 K 中耐4 3 

i也 田 2 3 K 中耐4 3 

常 盤 3 K 中耐3 2 

古賀島 3DK 中耐4 4 

松並第1 3DK 中耐5 3 

木 土暴 2DK 中耐3

※
家
賃
は
入
居
住
宅
お
よ
び
入
居
者
の
収
入
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す

※
旭

-
池
田

(
2
戸
の
う
ち
1
戸
)
、
木
場
は
単
身
者
も

入
居
可
能
住
宅
で
す
。

(
単
身
は
閃
歳
以
上
等
の
制
限
が
あ
り
ま
す
)

※
旭
(
改
良
)
は
申
込
時
の
収
入
基
準
が
他
と
異
な
り
ま
す
。

公
営
住
宅
で
は
、
犬

・猫
等
ペ

ッ
ト
類
の

飼
育
・
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

-
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
都
市
開
発
株
式
会
社

包
⑭
4
1
5
1
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市
長
杯
争
奪

市
民
サ
ッ
カ
ー
大
会

市
サ
ッ
カ
ー
協
会

柴
田
(
宮
⑫

6
7
8
2
)

サ
ッ
カ
ー
を
愛
す
る
仲
間
た
ち
が
好

プ
レ
l
・
珍
プ
レ
ー
を
発
揮
す
る
市
民

サ
ッ
カ
ー
の
日
で
す
。

期
日

4
月
1
日
同

・
8
日
制

場
所

浄
水
管
理
セ
ン
タ

ー
グ
ラ
ン
ド
ほ
か

資
格
市
内
在
住
者
お
よ
び
、
市
内
職

場
、
職
域
で
働
い
て
い
る
人

参
加
料

1
チ
l
ム

1
万
円
(
保
険
料
含
む
)

申
込
期
限

2
月
初
日

ω

競大手ミ
壁村首
公マ
ロス
タ

ス
陸

上

長
崎
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
連
大
村
支
部

川
島

(
宮
⑮

4
2
8
2
)

市役所

ft53・4111(代表)
期
日

4
月
8
日
田

※
雨
天
決
行

会

場

市

営
陸
上
競
技
場

種
目

1

万
メ
ー
ト
ル
・
棒
高
跳
び
を
除
く
全
種

目

参

加

資

格

初

歳

以

上

の

男

女

(
平
成
日
年
4
月
8
日
を
基
準
)

参
加
料

1
種
目

2
、
0
0
0
円

2

種
目
3
、
5
0
0
円

3
種
目

5
、
0

0
0円

(
1
人
3
種
目
ま
で
)

申
込
期
限

3
月
M
日
出

園
大
村
柔
道
教
室
会
員
募
集

-

崎
野
(
包
⑮

3
3
5
5
)

心
と
身
を
鍛
え
、
強
く
、
や
さ
し
い

人
間
に
な
ろ
う
!

練
習
日

毎
週
火
・
木
・
土
曜
日
、
午

後

6
時
j

7
時

場

所

西

大

村

中

学

校

武

道

館

会

費

2
、

0
0
0
円

(
他
に
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
有
)

入
会
申
込
随
時

ありがとう。献血 -あなたの善意に感謝します。

献血巴ご協力く尼さい。

[内容]
・豚汁提供
・記念品 (抽選)

-体指肪計による健康測定

・問い合わせ 健康増進課 (内線141)

.広重彦也ffiIfi晴完全家蝿i'l童書障面哩llC・圏

1，000人献血
寒かばってん献血ば'01
・日時 2月9日(金)10 : OO~ 16 : 30 
.場所 ジャスコ大村庖

森園公園の芝生内
犬の立ち入りを

禁止します。
森園公園では、 開園以来、犬を連れ

ての散歩も有効利用の一つであると考

え、 犬の立ち入り規制は行っていませ
んでした。

しかし、公園内では、犬の鎖をはず

した解放や糞の放置など、マナーの悪

さが目立ち、来園者への実害も発生し

ています。

これらの行為は、公園の運営や管理

に支障をきたすので 「大村市都市公園

条例」 に基づき、芝生内への犬の立ち

入りを禁止します。

また、飼い犬が人畜等に被害を与えた

場合や糞を処理しない場合は、

「大村市犬取締条例」により罰せられ
ます。

e鈎泡DO鈎鈎鈎Gvo叩01
口の中に当てはま る数字を答えて くださしい、、。

今年の7月には参議院選挙カ昔、予定されていますが、

大村市に有権者として登録されるには3か月の住所
要件が必要です。例えば投票日を7月15日と仮定す
ると 、参議院の選挙期間は17日なので公示日 は6月
28日と なり、 その前日の27日が名簿登録の基準日と

なり ます。そこで3か月前の口月27日ま でに大村市

に住民登録をして引き続きお住まいの方か¥ 大村市

の名簿に登録されるのです。

なお今回は国政選挙ですのでその日より後に住民

登録した方は前の住所地での投票となります。

応募締切 2丹20日(火)当日消印有効

※正解者5人に記念品を贈呈 (正解者多数の場合は抽選。
当選人の発表は発送をもって代えさせていただきます)

応募要領
表

同 園図面固固固
L...J事市 玖
務選島
局挙 1 
管丁
理目
委 25
員番
会地

-暴

クイズの答

住所

氏名

年齢

電話番号

都市計画課(内線431).問い合わせ
.問い合わせ 選挙管理委員会事務局 (内線341)

(1月号の正解/30歳)

合 (52)3066
-21-



市役所

ft53-4111 (代表)

-E圃図li温主主霊魂量・・

ごの(J)街料7と(e)ta; t!、つ
現在の大量生産、大量消費、大量廃棄の生活方式を見直し、

国の方針でもある廃棄物の循環型社会へ移行するため、分別・

リサイクルをより進める必要があります。

また、ごみを大量に出す人と減量化に努めた人との不公

平を解消する必要があり、このため、ごみ処理手数料とし

て有料化にふみきりましたO

1) 

清掃課2⑭3100.問い合わせ

第
氾
ロ
仲
良
し
保
青
園
音
楽
祭

豊
か
な
感
性
と
表
現
活

動
の
発
表

大
村
市
保
育
研
究
協
議
会

(包
⑮
0
9
2
2
)

日
時

2
月
日
日
側
、
午
後
1
時
1
4

時

場
所

市

民

会

館

内

容

臭

天

宮
・
松
原
・
妙
宣
寺
・
植
松
・
ひ
ま
わ

り

・
と
き
わ
・
諏
訪
保
育
園
の
園
児
に

よ
る
器
楽
合
奏
・
和
太
鼓
・
マ
ー
チ
ン

グ
・
歌
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。

入
場
料
無
料

友
情
出
演
長
崎
市
小
江
原
保
育
園
・

戸
石
保
育
園
・
西
山
保
育
園

大
村
市
指
定
ご
み
袋
取
扱
庖
一
覧
表
の

訂
正
に
つ
い
て

。
指
定
ご
み
袋
取
扱
庖

一
覧
表

(
P
6
)

に
つ
い
て
、
訂
正
箇
所
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
お
詫
び
し
左
表
の
と
お
り
訂
正

い
た
し
ま
す
。

地区名 庖鋪等の所在地 庖鋪及び町内会名

鈴田地区 大里町14・1 福田商庖

リカーコンビニエンス
鈴田地区 大里町10-8

小佐々酒庖

西大村地区 乾馬場518-7 大村整骨院

竹松地区 小路口本町361-5 吉岡商屈

fi54・3100清掃課

第10回九州ジュニアユースサ ッカ一新人大会に出場
したキックスサッカークラブの皆さん
(12/22・市役所)

第10回全日本少年フ ットサル大会に出場した大村JFCフ
ァンタジスタの皆さん (12/27・市役所)

第11回九州女子ユー
ス (V-12)サッカ一
選手権大会に出場し
た大村チェリーズの
皆さん
(12/27・市役所)

フジカラープリント 記念撮影 1.... 陵~ r官、
カメラ・ビデオカメラ証両言語e割 問 お車でどうぞ
デジタルカメラ 出張撮影 E章者自民市町剖園圃而而V/imm副1'::I.r:;1・E・1"':;1“山田町・町盟

-22-
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小さなサイズからA1(60cmX84cm)まで拡大OK!
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また、大手門から赤門までの道は、敵の侵入

を防ぐために曲がりくねっており、 現在はその

形状そのままに整備を行い、春桜のトンネルと

して市民に慕われています。城の周りには白壁

の家屋カf残り、武家屋敷通り として往時の面影

を残しています。

大村市の皆さん、桜の季節になりましたら花

見を兼ねて、鹿島の歴史を感じにいらっしゃい

ませんか。

鹿島市の歴史

鹿島鍋島藩 (江戸時代)
大村市の皆さんこんにちは 1佐賀県鹿島市からの

お便りです。

さて第6回目の話題は、鹿島鍋島藩のことです。

江戸時代の鹿島市は、主に鍋島藩の支藩である鹿

島鍋島藩2万石の城下町でした。ただし、2万石と

いっても実収入は8千石以下で財政的には苦し く、

農産物の増収のために干拓や貯水池、水路などの

開発が推進されま した。特に 3代藩主鍋島直朝公

は民生 (特に農地の開発)に力を注いだので、藩

民に敬慕されました。

鹿島城は、当初肥前鹿島駅の北側、現在の北鹿

島小学校の位置にありましたが、たび、たび、水害を

受けるために、同駅の西側、高台になっている現

在の鹿島高校の位置に移転 しました。この城は、

明治7年の佐賀の乱で主要建物が焼かれ、 『大手門J
と本門である 『赤門Jの2棟と石垣を残すのみとなり
ましたが、その面影は今でも残っています。

赤門は、鹿島高校の校門として使われていますし、城の敷地

の一部は旭ヶ岡公園として整備され桜の名所となっています。

鹿島市役所 Tel.09546・3・2111

ご
寄
付

ご
好
意

あ
り
が
と
う
と
き
い
ま
し
た
(
敬
称
略
)

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
福
田
カ
ヅ
子
日
2
万
円

ホ
l
ム
ヘ
ル
パ

l
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
す
ら
ぎ

へ
V
山
口
主
貴
H
3
万
円

福
重
住
民
セ
ン
タ
ー
へ

V
福
田
政
義
H
5万
円

.問い合わせ

。

一
般
寄
付

文
化
基
金
へ

V
日
舞
連
合
会
H
m
万
円

清
和
国
へ

V
親
奉
会
(
森
安
太
郎

・
松
尾

謙
・
小
下

一
義
)

箕
望
荘
へ

V
山
下
シ
ヅ

マ
坂
口
直
子

慈
恵
荘
へ

V
赤
木
信
雄
V
永
測
屋
V
松
永
シ

ズ
エ
V
辻
み
ち
子
V
菅
ひ
ろ
子
V
白
倉
孝

一一一

H
m
万
円
V
船
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選

手
会
長
崎
支
部
川
2
万
円
V

一
瀬
ス
ミ

エ
H

5
万
円
V
紅
の
会
V
伊
東
和
美
V
大
村
市
理

美
容
組
合
V
長
崎
県
立
ろ
う
学
校

子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
H
I
万
円
V
側
資

生
堂
社
会
事
業
団
V
休
場
弘
司
V
浜
川
三
郎

V
側
不
二
商
会
V
海
上
自
衛
隊
第
辺
航
空
群

司
令
V
竹
松
部
隊
3
2
7高
射
中
隊

泉
の
里
へ

V
立
正
佼
成
会
諌
早
教
会
大
村
支

部
V
登
貴
和
木
会
V
永
測
屋
V
山
本
政
男
V

さ
く
ら
荘
グ
ル
ー
プ
V
熊
野
和
良
H
5
万
円

V
松
尾
栄
次
V
大
村
中
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド

部
V
紛
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手
会
長
崎

支
部
H
2
万
円
V
古
川
ナ
ツ
子

松
原
の
さ
と
へ

V
山
田
庚
平
V
松
添
シ
ン

V

坂
口
清
松
V
古
沢
勝
次
V
古
沢
ア
キ
エ

V
岩

本
虞
己
V
藤
本
ゆ
か
り
V
江
頭
万
喜
V
高
辻

忠
興
V
立
石
文
雄
V
華
の
会

ワ
ー
キ
ン
グ
ヒ
ル
ズ
へ

V
藤
井
ス
ナ
子

光
と
緑
の
園
へ

V
向
陽
高
等
学
校
イ
ン
タ
ー

ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
V
諌
早
キ
リ
ス
ト
教
会
V
天

理
教
婦
人
部
V
中
地
区
お
話
し
の
会

う
ぐ
い
す
の
丘
へ

V
野
口
ハ
ツ
V
木
場
老
人

会
V
旭
が
丘
小
学
校
1
年
4
組
V
冨
永
久
美

子
V
森
宗
光
敏
V
山
川
守
V
宇
土
ヨ
シ
V
平

川
美
雪

社
会
福
祉
纂
金
ヘ

末
岡
ス
マ
子
さ
ん
(
竹
松
本
町
)
は
、
亡
夫
渉
さ

ん
の
香
典
返
し
と
し
て

1
0
0万
円
を
寄
付
さ
れ
ま

し
た
。
社
会
福
祉
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
(
1
/
叩
・
市
役
所
)

文
化
財
・
史
跡
の
清
掃
奉
仕

大
村
高
校
1
年
生
3
5
7
人
が
、
郷
土
の
歴
史
や

文
化
を
学
ぶ
目
的
で
「
大
村
み
で
あ
る
き
」
を
行
い
、

同
時
に
史
跡
な
ど
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

(
ロ
/
日

・
旧
楠
本
正
隆
屋
敷
)

;t 

乾燥、換気、涼風の一台41-0
(日告。 予111l
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... SEAHAT INFORMATION ... 

会員2，700円

府
知

一勺/型

圃
僻

γ

~心に響き、心を癒すたった二人のコンサート~

The Healing Lab 
コンサート

3月27日函
さくらホール
18 : 00開場
18 : 30開演
日本を代表するスタジオミュージシャンである

サックス奏者の 「平原まこと」とピアニス‘卜 「松本峰明」による

ユニ ット 「官1eHealing LabJ。
サック スとピアノ、ふたつの楽器が作り出す

心地よい世界にご案内します。

.チケット[全席自由]一般1，000円

.チケット取扱:スポーツ棟事務室

加藤明久 堀川豊彦
NHK交響楽団行リ平γ卜奏者 昭和音大・同短大・国立音大附高円リネット講師

2月25日圃市民会館
13 : 30開場 14: 00開演
[出演]加藤明久、堀川豊彦、長崎行リネットアンサンプル・ 7うリネ外オーケストラ
[プログラム]
J.Sバッハ:ト ッカータとフーガニ短調
ドビュ ッシー:小組曲
メンテ'i.λソーン :2本の円リネットのための演奏会用小品第2番ほか

.チケット:一般2，000円 学生 (高校生以下)1，000円

.チケット取扱:スポーツ棟事務室
圃主催:長崎クラリネ ットアンサンブル

冬の健康管理に温水プールの利用をおすすめします。
会員制ではありませんので、どなたでも自由に何時間でも利用できます。
健康増進にどうぞご利用ください。

・利用時間 :12:00~20:00 ※6~9月は利用時聞が異なります0

・料金
大人または高校生 500円 (350円)
雇用保険の被保険者 400円 (300円)
小 ・中学生 250円 (200円)
※ ( )内は7・8月料金。
幼児は無料ですが3歳未満は入水できません。

.定休日 毎週月曜日

・問い合わせ
屋内プール te1.52-2322

①有酸素運動~余分な指肪よサヨウナラ~
自転車こぎ・ウォーキング・ランニングマシン

②筋肉トレーニング
肩こりすっきりマシン・お腹すっきりマシン・膝の強化

③疲れた体をリう向。ーションマシンで‘癒しましょう!
あなたの健康をインストラクターがサポートします。

l ，，+. 4 ~~ 7" -)v te1.52-2322 • I I 

J地ヨ・・・・・・・・・・・・・・・・・・也事訴鱗a圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃『

E a・シーハットおおむら スポーツ棟事務室圃r~lIII~ 午前9時~午後m:時月曜日休館』

平成13年度シーハットクラブ会員募集刀シーハットおおむらを応援してください。
来年度もシーハットはイベント満載です!本物の感動をお届けします。

圏内最高のオーケス卜ラN響精鋭メンバーによる

N響室内合奏団
Chamber music concert 
3月13日函さくらホール
18 : 30開場 19 : 00開演
.チケット[全席指定]一般3，000円
[出j寅]
1stヴァイオリン/堀正文・田中裕・酒井敏彦・甲斐摩耶
2ndヴ、ァイオリン/金田幸男・松田裕之・船木陽子
ヴィオラ/川崎和憲・中竹英昭
チェロ/藤森亮一・銅銀久弥
コントラパス/西国直文
[プログラム]
モーツアルト:セレナード第13番卜長調K.525rアイネ・クライネ・ナハ卜ムジーク」
ヴィウ.アルディ四季」より“春"ホ長調op.8・1 グリーグ:組曲「ホルペアの時代よりJop.40 
.チケット取扱/スポーツ棟事務室・ジャスコ大村庖・ミューシックスホンダ・諌早文化会館・口一ソンチケット(Lコード88170)
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インターネット「広報おおむら」でもj情報発信中!
広報OMURA図園 且 http://www州 om…agasaki.jpl

~里J .ご意見 ご感想をお聞かせください。

Eヨ層重 図 E-mail:kouhou@city.omura.nagasaki.jp 
E・E・E孟・E ・毎月1回発行 ・発行:大村市 ・〒856-8686長崎県大村市玖島1丁目25番地ft53-4111附 ・市民の声ファクス:[詔54-6600
・~扇面a ・編集:大村市秘書広報課 ・印刷:情)康真堂印刷

・人口86，215人 (+85) 園男41，523人 (+41) ・女44，692人 (+44)
12月末現在 ( )内は前月比 (住基法、外霊法に基づく)

.世帯32，707世帯 (+39)
「広報おおむらjは再生紙 (古紙40%)を使用しています。

υ 



【被爆者健康診断】 [問い合わせ]福祉課 TEL 53 -4111(内線151)
県央保健所(諌早市)TEL 26 -3304 

対象 被爆者手帳、健康診断受診者証を持っている人

対象地区

日 手呈 場 所 午 目日 午 後

受付 9:30~11:00 受付 13:00~ 14:00 

2月27日(火) すこやかセンター 大村 ゴ浦、鈴田、東大村2

28日(水) すこやかセンター 大村 大村、東大村1

3月 1日(木) 松原出張所 福重 松原

2日(金) 竹松出張所 竹松 竹松

6日(火) すこやかセンター 大村 大村、菅瀬

7日(水) すこやかセンター 西大村 西大村、萱瀬

8日(木) 中地区公民館 西大村 西大村

※当日都合がつかない場合は、他の地区のどこででも受診できます。

今回の健診のほか、希望による健診を年に2回(うち1回はがん検診(6種類))を受けることができます。

CI1Iィポ食弁当コンクールJ{問い合わせ]県央保健所(諌早市)TEL 26 -3306 
最近では、普段の生活で外食に依存する傾向がますます増加しています。

そこで、学生や主婦、サラリーマンがよく利用する外食弁当屈を対象に、外食の栄養成分

表示促進事業の一環として、 fヘルシー外食弁当コ ンク ール」を実施します。

対象 外食弁当を販売営業している営業主・従業員

締切 2月2日(金)

応募方法応募票に、献立名・材料名・特色などを記入して、県央保健所に提出してくださt)0 

ひとり何点でも応募できます。

※応募票は、県央保健所地域保健課に用意しています。

ロぷ底的の広場t
月
2月

2月

おしゃべりしたり、子どもと遊んだりして、みんなで
楽しいひとときをすごしてくださt) 0 
無料ですので、気軽に、ご自由に参加してください。

日 場 所 対 象

6日(火) 0歳児とその親
13日(火) すこやかセンター 1歳児とその親
20日(火)

27日(火)
就学前の乳幼児とその親

7日(水) 二浦出張所
9日(金) 松原出張所
16日(金) 西大村コミセン 就学前の乳幼児とその親
21日(水) 鈴田出張所
23日(金) 福重出張所
28日(水) 竹松保育所[※2]

[※1]手作りおもちゃに持ってくるもの 新聞紙1日分、おり紙1セット、輪ゴム10本、
鈴1個、毛糸50cm、油性マジ‘ック、セロテープ
[※2]場所が「竹松保育所」です。お間違えのないようにおいでください。

子育て支援センターは、このほか子育て情報提供・相談なども受け付けています。

親子ふれあい交流室

すこやかセンター2階に、親子(就学
前の乳幼児とその親)が自由に来て、
自由に遊べる部屋があります。
どうぞご利用ください。

内 ι廿ャ

わらべうた
親子あそび
歯っぴいスマイルキヤフパン隊
手作りおもちゃ〔※1]
2月生まれの誕生日のつどい

テーマ「雪j

子作りおもちゃ〔※1]

0時間はいずれも10: 00-11 : 30 
(2/6と2/13は、 10:00-11:00)

[問い合わせ・申し込み}子育て支援センター

(すこやかセンター内)TEL 54-9100 
午前8時30分~午後5時15分(月曜日~金曜日)

え
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直l大1歳6カ月児健康診査

2001 

このページは、抜き取って

ご利用ください。
FEBRUARY 

木 ア"HU火 山E 水 WED 金 FRI 土 SAT

lLJ 
ことばの教室(親子つどいの広場)

9:30~11 :30 
すこやかセンタ

1歳6ヵ月児健康診査
受付 13:00~13:20

すこやかセンター

z 
成人の健康相談(40歳以上)

13:00~15:00 

福祉センター

ふれあいリハビリサロン
13:30~ 16:00 

すこやかセンター

平成11年7月生まれ

(平成11年2月~平成11年6月生まれでまだ受けていない人も受診してくださし、)

公3歳児健康診査 平成9年8月生まれ

(平成9年3月~平成9年7月生まれでまだ受けていない人も受診してくださし、)

大ことばの教室 ことばの発達等が気になるお子さんや、育児で困っているお母さんが対象 (初回は電話で申し込み)

[4) ~*~…~18:00) ~ 
-牧山医院
~内科・外科
(宮小路2丁目 55-7831 ) 

.楠木眼科医院

~眼科
(東三城町 52-2711 ) 

剤師…:00)
-みね内科クリニック
~内科・呼吸器科
(富の原1丁目 55-5070) 

.わたなべ耳鼻咽喉科

~耳鼻咽喉科
(杭出;津季2丁目 5臼2-2却O∞O閃3)

Y岨z当錨盟番髄医(9広仰…:冷O
.与那城医院
~内科・小児科
(池田新町 53-5575) 

.海江田医院

~耳鼻咽喉科
(東本町 52-3329) 

問当番医(9:00~18:00)
・近藤医院

~内科
(東本町 54-1166) 

.橋口整形外科医院
~整形外科
(竹松本町 55-8739) 

~ 当番医 (9:00~18:00)
.渡辺医院
~内科・外科
(松原1丁目 55-8275) 

.後藤産婦人科医院
~産婦人科
(西大村本町 20-8123) 

イ引一向精罪情。。
ト一一一」 すこやかセンター

乳幼児すくすく健康相談

竹松出張所

ことばの教室

すこやかセンター
※母子健康手q震を持参

問
ことばの教室
13:30~ 16:00 

すこやかセンター
※母子健康手帳を持参

~ l!J 
ことばの教室(親子つどいの広場)

9:30~11 :30 
すこやかセンター

3歳児健康診査
受付 13:00~13:20

すこやかセンター

ーふれあいリハビリサロン13:30~16:00 

すこやかセンター

laJ 
乳幼児すくすく健康相談
z 
第1回マタニティスクール

すこやかセンター
受付 13:30~15:00 

松原出張所

m 
リハビリ教室

すこやかセンタ
内容:ちぎり絵
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1161ふれあいリハビリサロンイf
I fν川 13:30~16:00 I f' I 
ト一一一」 すこやかセンター トー一一」

成人の健康相談(40歳以上耳とことばの相談
1 3:00~15:00 門 'nn~刊・m

福祉センター | 福祉センターj

1歳6ヵ月児健康診査
受付 13:00~13:20

すこやかセンター
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対象・H10.8~9月生まれ
受付 9:30~9:45

※歯ブラシ、タオル、コップ、
母子健康手帳、問診票持参

3歳児健康診査
受付13:00~ 1 3:20

すこやかセンタ

~ 
ふれあいリハビリサロン

13:30~ 16:00 

すこやかセンター

第3回マタニティスクール
「お父さん出番ですよ1j
18:30~20:30 
すこやかセンター

l何

lm leJ 女リハビ1)教室 大村に居住地を有する40歳以上の人で、
心身の機能力昔、低下している方が対象

(原則として介護保険のサーヒ、スを受けていない方)リハビリ教室
13:30~ 15:30 

すこやかセンタ
内容:リクリエーション
来年度計画立案

第4回マタニティスクール
9:30~13:00 

すこやかセンタ
大ふれあいリハビリサロン 病気やけが等で体の機能の低下カ昔、みられる方カf対象

(原則として介護保険のサービスを受けていない方)

*こ‘希望の方はヵ=かりつけ医とご相談の上、おこしくださし、。

主な公共館設

大村市役所 ft53・4111

西大村出張所 ft53-3725 

-浦出張所 ft52・6475

鈴田出張所 ft52-2023 

萱瀬出張所 ft55圃 7001

竹松出張所 ft55圃 8314

福重出張所 ft55-8614 

松原出張所 ft55・8501

大村市清掃センター ft54・3100

大村市水道局 ft53-1111 

大村市立図書館 ft52・2457

大村市立史料館 ft53-1979 

大村市総合福祉センター ft53・1351

大村市保健福祉センタ- ft54圃 9100
(すこやかセンタ一)

大村市体育文化センター ft20-7200 
(シーハットおおむら)

コミュニティセンタ- ft54-3161 

大村市立病院 ft52圃 2161

大村市民会館 ft52・2739

中地区公民館 ft53-1376 

大村警察署 ft54-0110 

大村消防署 ft52・4138

合同 の競艇開催日

.問い合わせ すこやかセンター 健康増進課 ft53・4111(内線140)ft54-91 00 
、、，〆

""'" 

J 

ーー/

合月の定例相談日
市民相談コーナー(秘書広報課)ですべて無料で

行っています。お気軽にご相談ください。今月の税金
O国民健康保険税(第8期)
納税は便利な口座振替で!!

1日(木) 人権相談 1 O:OO~15:00 

7日(水) 法律相談 1 O:OO~15:00 

8日(木) 行政相談 9:30~12:00 

21日(水) 法律相談 1 O:OO~15:00 

22日(木) 年金相談 1 O:OO~15:00 

23日(金) 不動産相談 13:00~16:00 

27日(火) 交通事故相談 1 O:OO~16:00 

健康テレホンサービス ft095-826-5511 

月 ピ口リ菌と胃・十二指腸潰蕩

火 頭を打った時

水 予防接種を受けますか?

木 口臭について

金 行為障害

土日 妊娠と喫煙
※受け付けは当日の午前8時30分からです。
(電話での受け付けはいたしません)

※法律相談は申込みが10人になり次第締め切ります。

歯歯ケーブルテレビ、ど-mzレ 飢
広報おおむら だす)

園陸 番組ガイド 対/
※火曜日を除く毎日

1 : 00--1 : 05 
7 : 00--7 : 05 
12 : 00--12 : 05 
20 : 00--20 : 05 
22 : 00--22 : 05 

ラジオ・新聞で大村の情報在
-・.i;軍臼Th1苗・・・ マイ シティー マイ タウン

FM長崎 rMYCITY MY TOWNJ 
日時毎週土曜日午前8時55分~9時

大村市のイベン卜案内やお知らせなどの情報番

組「広報おおむら」をオオムラケーブルテレビ

で放映を始めました。

どうぞご覧ください O

長崎新聞 f市民生活の案内板 情報コーナーJ
掲載日 毎月第2・第4火曜日発行の朝刊紙

大村ケーブルテレビ TEL54・3811
大村市内の交通事故発生状況

12月末現在

三種混合・麻しん・風しん

予防接種実施中
区 分 件数・死傷者数 前年同期比

人傷事故 501 +23 

死 者 3 +1 

負傷者 660 +53 

物損事故 1 ，769 -101 

1'" 6日長崎県MB競走会会長杯・西スポ杯争奪戦競走

10"'14日一般戦競走

17"'22日 G1九州地区選手権競走

25"'28日一般戦競走

年聞を通じて実施していますので、お子様の体調の

よい時に受けてください。

※詳しくは「健康のしおりと国民健康保険」をご覧ください。
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一一て J明日の親のための学緩
[申し込み]電話またははがきで中央公民館まで

干 856・0836大村市幸町25・33

回

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

会場

募集人数

受講料

月 日

2月 7日(水)

2月14日(水)

2月23日(金)

2月28日(水)

3月 7日(水)

3月16日(金)

3月21日(水)

TEL54 -3161 

保健福祉センター(すこやかセンター)

約30人
無料(ただし、調理実習時の材料代として500円程度必要です。)

日寺 間 内 月廿Zマ

素敵なお母さんになるために~本との出会い
13:30 -16:00 妊娠中の保健

映画 「生命の創造」

妊娠中の菌の健康
13:30 -16:00 ブラッシング指導

手作りおもちゃをつくろう!

18:30 -20:30 
お父さん出番ですよ!(パート1)
母乳育児と父親の役割

妊娠中の栄養のとり方
9:30 -13・00 調理実習

仲間づくり(話し合P)

母子用具のそろえ方、産後の保健
13:30 -16:00 育児について、おっぱいの手入れ

入浴のさせ方(実習)

お父さん出番ですよ!(パート2)
18:30 -20:30 ビデオ「お父さんへ~赤ちゃんからのメッセージ」

入浴のさせ方(実習)、妊婦体験

お産の経過について

13:30 -16:00 ラマーズ法、妊婦体操
産後の過ごし方、出産プラン

[平成ilC3年度 I 
「児童クラブ」入所児童募集， {問い合わせ]各クラブヘ

五苦 師

元学校教諭

保健婦

歯科医師

歯科衛生士

保育士

小児科医師

栄養士

保健婦

保健婦

保健婦

保健婦

対象 共稼ぎ、父子・母子家庭、その他の事情で、下校後の保育ができない児童
(原則として、小学1年生~3年生)

期間 4月1日から1年間
時間月曜日~金曜日 ・・・・・下校後~午後5時30分

第2・4土曜日、長期休み期間 ・・・・・午前8時~午後5時30分

〈説明会・受付)3月4日(日)午前10時~正午

※印かんをご持参くださ t) 0 

クラブ名 場 所 電話番号 校 区

くさぶえ 富の原小学校プール横 55 -1582 富の原小学校

にんじん 竹松小学校横実天宮会館内 55“7832 竹松小学校

ほうこ 放虎原小学校体育館裏 52 -2194 放虎原小学校

さくらんぼ 中央幼稚園内 52 -3339 西大村小・中央小

とまと 大村幼稚園内 54 -6438 大村小学校
三城 すこやかセンター 52 -0533 二城小学校

福重 福重住民センター 55 -8277 福重小学校

松原 松原住民センター 53 -2860 松原小学校
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